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１年の復習１年の復習 ■得点
/100点数と式

 次の計算をしなさい。

□⑴　 6 9- - 　 　□⑵　
4
3

2
1

- +

□⑶　 7 6 2- - - +] g

 次の計算をしなさい。

□⑴　5 8# -] g 　□⑵　
4
9

8
3

' -d n

□⑶　30 6 5' #-] g  　□⑷　 6 9 32 '- - -] g

□⑸　 3 1 5 2 2#- - - -] ] ]g g g

 次の問いに答えなさい。
□⑴　 2- ， 5- ，3の大小を不等号を使って表しなさい。

□⑵　126を素因数分解しなさい。

 次の計算をしなさい。
□⑴　 a a a2 4- + -  　□⑵　x x4 5 8- + - +] g

□⑶　 a a6 4 2 7- - -] ]g g 　□⑷　 x
8

4
3 2

#
+

□⑸　 a a2 3 5 1- - +] ]g g 　□⑹　 x x
2
1
4 2

3
1
9 6- - -] ]g g

□⑺　 x x
6 3

4
-
-

1

2

3

4

⑴

⑵

⑶

（３点×３＝９点）1

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

（３点×５＝１5点）2

⑴

⑵

（３点×２＝６点）3

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

（３点×７＝2１点）4



　１年の復習（数と式）　5
 次の数量を表す式をつくりなさい。
□⑴　1.5 kmの道のりを毎分 x mの速さで歩いたときにかかる時間。

□⑵　300 gの a％。

□⑶　十の位の数が xで一の位の数が yである 2けたの整数。

 次の数量の関係を等式または不等式で表しなさい。
□⑴ 　m個のあめを 1人 5個ずつ n人の子どもに配ったら 3個余った。

□⑵ 　1個 80円のみかん a個と 1個 100円のなし b個を買ったときの代金
は c円より高い。

 次の方程式を解きなさい。
□⑴　 x6 24- =  　□⑵　 x x2 1 6 9- = -

□⑶　 x x2 3 2 5- - =] g  　□⑷　 . . .x x0 3 0 6 0 5 1- = +

□⑸　 x
x

3
2

4
1

4
1+ = -  　□⑹　 x x

2
3 1

3
2+

=
-

□⑺　 x6 4 10| |=

  何人かの生徒に画用紙を配るのに，1人 3枚ずつ配ると 12枚余り，1人
5枚ずつ配ると 4枚足りなくなるという。次の問いに答えなさい。

□⑴　生徒の人数を x人として，方程式をつくりなさい。

□⑵　生徒の人数を求めなさい。

  弟が家を出てから 3分後に兄が家を出て，同じ道を通って弟のあとを追
いかけた。兄が家を出てから x分後に弟に追いつくとして，次の問いに答
えなさい。ただし，歩く速さは弟が分速 60 m，兄が分速 80 mとする。

□⑴　xについての方程式をつくりなさい。

□⑵　兄が家を出てから何分後に兄は弟に追いつきますか。

5

6

7

8

9

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

⑺

（３点×７＝2１点）7

⑴

⑵

⑶

（３点×３＝９点）5

⑴

⑵

（３点×２＝６点）8

⑴

⑵

（⑴４点，⑵３点）9

⑴

⑵

（３点×２＝６点）6
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6　１年の復習

１年の復習１年の復習 ■得点
/100点関数

 下のア～エのことがらについて，次の問いに答えなさい。
　ア　1冊 x円のノートを y冊買ったときの代金は 600円である。
　イ　x円の本を買って 1000円出したときのおつりは y円である。
　ウ　周囲の長さが x cmの長方形の面積は y cm2である。
　エ　x Lのジュースを 4人で等分したら，1人あたり y Lになる。
□⑴　yが xに比例するものはどれか，記号で答えなさい。

□⑵　yが xに反比例するものはどれか，記号で答えなさい。

□⑶　yが xの関数であるものをすべて選び，記号で答えなさい。

  次の表で示された xと yの関係について，yが xに比例するものには○，
yが xに反比例するものには◊，どちらでもないものには△で答えなさい。

□⑴　 x 1 2 3 4 6

y 4 8 12 16 24
 　□⑵　 x 1 2 3 4 6

y 12 6 4 3 2

□⑶　 x 1 2 3 4 6

y 9 8 7 6 4
 　□⑷　 x 1 2 3 4 6

y 3- 6- 9- 12- 18-

  ガソリン 4 Lで 60 kmの道のりを走ることができる自動車がある。こ
の自動車が x Lのガソリンで y km走るとして，次の問いに答えなさい。

□⑴　yを xの式で表しなさい。

□⑵　x 6= のときの yの値を求めなさい。

 次の問いに答えなさい。
□⑴ 　yは xに比例し，x 2= のとき y 6=- である。yを xの式で表しなさ
い。

□⑵ 　yは xに比例し，x 4= のとき y 2= である。x 8=- のときの yの値
を求めなさい。

□⑶ 　yは xに反比例し，x 3=- のとき y 5= である。yを xの式で表しな
さい。

□⑷ 　yは xに反比例し，x 6=- のとき y 2=- である。x 4= のときの yの
値を求めなさい。

1

2

3

4

⑴

⑵

⑶

（４点×３＝１2点）1

⑴

⑵

⑶

⑷

（３点×４＝１2点）2

⑴

⑵

⑶

⑷

（４点×４＝１６点）4

⑴

⑵

（４点×２＝８点）3



　１年の復習（関数）　7
 右の図について，次の問いに答えなさい。
□⑴　点A，Bの座標をそれぞれ求めなさい。

□⑵　右の図に， 4 2P ，- -] gをとりなさい。

□⑶ 　点 Aと x軸について対称な点の座標を
求めなさい。

 右の図に，次のグラフをかきなさい。

□⑴　y x2= 　　　　　□⑵　y x
3
2

=-

□⑶　y
x
6

=-

 右の図の⑴～⑶のグラフの式を求めなさい。
□⑴

□⑵

□⑶

 次の問いに答えなさい。
□⑴ 　右の図のように，y ax= のグラフ上に
　　 2 4A ，-] gがあるとき，aの値を求めなさい。

□⑵ 　y
x
12

= のグラフが点 m3，-] gを通るとき，

　　mの値を求めなさい。

□⑶ 　次のア～エの比例の関係について，xの値が 1ずつ増加すると，yの
値が 3ずつ減少するものはどれか，記号で答えなさい。

　　ア　y x3= 　　イ　y x3=- 　　ウ　y x
3
1

= 　　エ　y x
3
1

=-

□⑷ 　80 Lの水が入る空の水そうに，毎分 8 Lの割合で，水そうがいっぱ
いになるまで水を入れる。水を入れ始めてから x分後の水そうの水の
量を y Lとするとき，xの変域を求めなさい。

B

5

6

⑴

⑶

⑶

⑵

7

x

y

A

O

4

2-

y ax=

8

⑴
A

B

⑵ 問題の図にかきなさい。

⑶

（３点×４＝１2点）5

⑴ 問題の図にかきなさい。

⑵ 問題の図にかきなさい。

⑶ 問題の図にかきなさい。

（４点×３＝１2点）6

⑴

⑵

⑶

⑷

（４点×４＝１６点）8

⑴

⑵

⑶

（４点×３＝１2点）7



8　１年の復習

１年の復習１年の復習 ■得点
/100点図形

 次の問いに答えなさい。
□⑴　半径 4 cm，中心角 135cのおうぎ形の弧の長さを求めなさい。

□⑵ 　右の図のおうぎ形 OABで，AB
&
と弦ABで

囲まれた部分（斜線部分）の面積を求めなさい。

 次の作図をしなさい。
□⑴　線分ABの垂直二等分線 　□⑵　 XOY+ の二等分線
  　　　　　

　　　　

□⑶  　□⑷
 　　
  　　　　　

　　　

  右の図のような位置関係にある合同な三角
形㋐～㋓について，次の問いに答えなさい。

□⑴ 　平行移動と回転移動を組み合わせると㋐
に重ねることができる三角形を答えなさい。

□⑵ 　1回の対称移動で重ね合わせることがで
きる三角形はどれとどれか答えなさい。

 右の図の直方体について，次の問いに答えなさい。
□⑴ 　辺ADとねじれの位置にある辺は何本あり
ますか。

□⑵　辺 BCと平行な面をすべて答えなさい。

1

2

　点 Pを通り直線 lに垂直な
直線

　点 Qを通り直線 mに垂直
な直線

3

4

⑴

⑵

（５点×２＝１０点）1

⑴ 問題の図にかきなさい。

⑵ 問題の図にかきなさい。

⑶ 問題の図にかきなさい。

⑷ 問題の図にかきなさい。

（５点×４＝２０点）2

⑴

⑵

（４点×２＝８点）3

⑴

⑵

（４点×２＝８点）4



　１年の復習（図形）　9
  右の展開図を組み立ててできる三角柱につ
いて，次の問いに答えなさい。

□⑴ 　頂点Aと重なる点をすべて答えなさい。

□⑵　面 BCDと平行になる面を答えなさい。

□⑶ 　辺 AFとねじれの位置にある辺をすべ
て答えなさい。

  次の⑴，⑵の立体の表面積と体積をそれぞれ求めなさい。
□⑴　 　□⑵　

 右の図の円錐について，次の問いに答えなさい。
□⑴　展開図で，側面のおうぎ形の中心角を求めなさい。

□⑵　この円錐の表面積を求めなさい。

  右の図の直角三角形 ABCを辺ABを軸として 1回
転させてできる立体の体積を求めなさい。

 次の投影図で表された立体の体積を求めなさい。
□⑴　 　□⑵　

5

6

7

8
□

9

⑴

⑵

⑶

（４点×３＝１２点）5

⑴
表面積

体積

⑵
表面積

体積

（４点×４＝１６点）6

⑴

⑵

（４点×２＝８点）7

（６点）8

⑴

⑵

（６点×２＝１２点）9



10　１年の復習

１年の復習１年の復習 ■得点
/100点データの活用

  下の点数は，ある班の生徒 10人の数学の小テストの結果である。次の
問いに答えなさい。

　　7，8，5，8，9，10，4，7，9，7　（点）
□⑴　平均値を求めなさい。 　□⑵　中央値を求めなさい。

□⑶　最頻値を求めなさい。 　□⑷　範囲を求めなさい。

  下のデータは，27人の生徒のハンドボール投げの記録である。このデ
ータを右のような度数分布表に整理した。次の問いに答えなさい。

　　

　23　18　24　22　17　30　27　20　19　24
　29　28　12　34　17　26　20　22　27　15
　19　20　16　23　21　20　26　（単位：m）

□⑴　このデータの範囲を求めなさい。

□⑵　度数分布表の ㋐ にあてはまる数を求めなさい。

□⑶　度数分布表の階級の幅を答えなさい。

□⑷　度数分布表において，最頻値を求めなさい。

  下の表は，ある中学校の生徒 50人の握力を測定した結果を度数分布表
に整理したものである。次の問いに答えなさい。

　　

階級（kg）度数（人）相対度数 累積度数（人）累積相対度数
以上 未満
20～25
25～30
30～35
35～40
40～45
45～50

 5

 7

 7

11

14

 6

0.10

0.14

0.14

①
0.28

0.12

 5

12

19

30

②
50

0.10

0.24

③
0.60

0.88

1.00

計 50 1.00 　 　

□⑴　 ① ～ ③ にあてはまる数を答えなさい。

□⑵　握力が 35 kg未満の生徒は何人いるか，答えなさい。

□⑶　握力が 40 kg以上の生徒は全体の何％か，答えなさい。

□⑷　中央値が入っている階級を答えなさい。

1

2

階級（m）度数（人）
以上 未満
10～15
15～20
20～25
25～30
30～35

 1

 7

㋐
 2

計 27

3

⑴

⑵

⑶

⑷

（４点×４＝１６点）1

⑴

⑵

⑶

⑷

（４点×４＝１６点）2

⑴

①

②

③

⑵

⑶

⑷

（４点×６＝２４点）3



　１年の復習（データの活用）　11
  下の表は，20人の生徒の体重の度数分布表であり，その右の図は，度
数分布表をヒストグラムに表す途中の図である。次の問いに答えなさい。

　　

階級（kg）度数（人）
以上 未満
36～40
40～44
44～48
48～52
52～56
56～60

 1

 2

 5

 6

 4

 2

計 20
　　　　　 0

2

4

6

（人）

36 40 44 48 52 56 60（kg）

□⑴　ヒストグラムを完成しなさい。　　□⑵　最頻値を求めなさい。

□⑶　平均値を求めなさい。

  右の図は，ある中学校の 2年生男子の
反復横とびの記録をヒストグラムに表し
たものである。次の問いに答えなさい。

□⑴　2年生男子全体の人数を求めなさい。

□⑵ 　40回以上 45回未満の階級の相対度
数を求めなさい。

□⑶　50回未満の生徒は全体の何％か，求めなさい。

□⑷　中央値が入っている階級の階級値を答えなさい。

□⑸ 　回数が多い方から数えて 10番目の生徒が入っている階級を答えなさ
い。

□⑹　このヒストグラムをもとにして，度数分布多角形をかきなさい。

  1個のボタンを投げて，表が出た回数を調べたら，下の表のような結果
になった。次の問いに答えなさい。

　　

投げた回数（回） 50 100 200 500 1000 2000

表の出た回数（回） 27 61 123 321 635 1282

表の出た相対度数 0.540 0.610 0.642 0.635 0.641

□⑴　 にあてはまる数を求めなさい。

□⑵ 　表の出る確率はどれくらいと考えられるか，下のア～オの中から最も
適切なものを選び，記号で答えなさい。

　　ア　
2
1　　　イ　0.60　　　ウ　0.64　　　エ　0.54　　　オ　0.615

4

0

2

4

6

8
（人）

30 35 40 45 50 55 60 65 70
（回）

5

6

⑴ 問題の図にかきなさい。

⑵

⑶

（４点×３＝１２点）4

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹ 問題の図にかきなさい。

（４点×６＝２４点）5

⑴

⑵

（４点×２＝８点）6



解答 と 解説 数学 中2中2
●名前

1

１年の復習（数と式）

� ➡p.4〜p.5

 ⑴　 15-  　　　⑵　
4
1

-  　　⑶　1

 ⑴　 40-   　　⑵　 6-  　　　⑶　 25-

　⑷　 33-  　　　　⑸　8
 ⑴　 5 2 3 3 2 5または，1 1 2 2- - - -] g

　⑵　2 3 72# #

 ⑴　a 　　　　⑵　 x4 4- +  　　⑶　 a4 3+

　⑷　 x6 4+  　　　⑸　 a3 11- -  　　⑹　 x 1- +

　⑺　 x
6
8- +

 ⑴　
x
1500 分　　 ⑵　3a g　　　 ⑶　 x y10 +

 ⑴　m n5 3= + 　　　 ⑵　 a b c80 100 >+

 ⑴　 4x=- 　 ⑵　 2x= 　 ⑶　 1x=

　⑷　x 8=- 　　 ⑸　 3x=-  ⑹　 1x=-

　⑺　x 15=

 ⑴　3 12 5 4x x+ = - 　　　 ⑵　8人
 ⑴　60 3 80x x+ =] g 　　　　 ⑵　9分後

 ⑴　 ( )6 9 15与式=- + =-

　⑵　
4
3

4
2

4
3

4
2

4
1

与式=- + =- - =-d n

　⑶　 7 6 2 7 8 1与式=- + + =- + =

 ⑴　 5 8 40与式 #=- =-] g

　⑵　
4
9

3
8

4
9

3
8

6与式 # #= - =- =-d dn n

　⑶　
6
30 5

25与式
#

=- =-

　⑷　 36 3 36 3 33与式=- -- =- + =-] g

　⑸　 3 4 124 4 8与式 #= - - - = - =] ]g g

 ⑴　 の数正の数 負2] ]g g

　　　負の数は絶対値が大きいほど小さい。

　

⑵

　

2 126

3 63

3 21

7

g
g
g

 ⑴　 a a2 4 1与式= - + - =] g

　⑵　 x x x4 5 8 4 4与式= - - + =- +

　⑶　 a a a6 4 2 7 4 3与式= - - + = +

　⑷　 x x2 3 2 6 4与式= + = +] g

　⑸　 a a a2 6 5 5 3 11与式= - - - =- -

1

2

3

4

5

6

7

8

9

解説
1

2

3

4

　⑹　 x x x2 1 3 2 1与式= - - + =- +

　⑺　 x x x x x
6
2 4

6
2 8

6
8

与式=
- -

=
- +

=
- +] g

 ⑴　 .1 5 1500km m時間
速さ
道のり

，= =]
]
]

g
g
g

　⑵　 a
a300

100
3# = （ｇ）

　⑶　10 1十の位の数 一の位の数# #+] ]g g

 ⑴　 5全体の個数 個 子どもの人数#=] ] ]g g g

 余り+] g

　⑵　 c>みかん代 なし代 円+] ] ]g g g

 ⑴　x
6
24

=
-
，　x 4=-

　⑵　 x x2 6 9 1- =- + ， x4 8- =- ，x 2=

　⑶　 x x2 3 6 5- + = ，　 1x- =- ，　x 1=

　⑷　両辺に 10をかけて， x x3 6 5 10- = +

　　　 x2 16- = ，　x 8=-

　⑸　両辺に 12をかけて， x x8 3 3 12+ = -

　　　 x5 15=- ，　x 3=-

　⑹　両辺に 6をかけて， x x3 3 1 2 2+ = -] ]g g

　　　 x x9 3 2 4+ = - ，　 x7 7=- ，　x 1=-

　⑺　 x6 10 4# #= ，　 x60 4= ，　x 15=

 ⑴　画用紙の枚数は，
 1人 3枚ずつ配ると 12枚余るから， x3 12+ （枚）
 1人 5枚ずつ配ると 4枚足りないから，5 4x-（枚）
 2つの式は同じ枚数を表すから，
 　 x x3 12 5 4+ = -

　⑵　⑴の方程式を解くと， 8x=

 ⑴　 弟の歩いた道のり 兄の歩いた道のり=] ]g g

 　 道のり 速さ 時間#=] ] ]g g g

　　　兄は x分，弟は 3x+] g分歩く。
　⑵　⑴の方程式を解くと，x 9=

5

6

7

8

9

P9
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１年の復習（関数）

� ➡p.6〜p.7

 ⑴　エ　 ⑵　ア　 ⑶　ア，イ，エ
 ⑴　○　 ⑵　× 　⑶　△　 ⑷　○
 ⑴　y x15= 　　　　 ⑵　y 90=

 ⑴　 3y x=- 　　　　 ⑵　 4y=-

　⑶　y
x
15

=- 　　　　 ⑷　y 3=

 ⑴　 5 4A ，] g

　　　 2 3B ，-] g 

　⑵　右図
　⑶　 5 4，-] g

 右図 

 ⑴　y x3=-

　⑵　y x
2
1

=

　⑶　y
x
4

=

 ⑴　a 2=-

　⑵　m 4=-

　⑶　イ
　⑷　 x0 01E E

 yを xの式で表すと，

　ア…y
x
600

= ，イ…y x1000= - ，エ…y x
4
1

=

　ウ… xの値を決めても縦，横の長さは決まらないの
で，yの値は決まらないから，表せない。

　⑴　式の形が y ax= のものを選ぶ。

　⑵　式の形が y
x
a

= のものを選ぶ。

　⑶　xの値が決まると yの値が決まるものを選ぶ。

 ⑴　
x
y

4= で，
x
y の値が一定だから，比例。

　⑵　xy 12= で，xyの値が一定だから，反比例。
　⑶　x y 10+ = の関係は比例でも反比例でもない。

　⑷　
x
y

3=- で一定だから，比例。

  ⑴　ガソリン1 Lあたり 60 4 15 km' = ] g走るから，
ガソリン x Lでは 15x km走る。

　⑵　y x15= に x 6= を代入して，y 15 6 90#= =

 ⑴　yは xに比例するから，y ax= とおく。

1

2

3

4

5

⑵
P

6 ⑴

⑵

⑶

⑶

7

8

解説
1

2

3

4

 x 2= ，y 6=- を代入して， a6 2- = ，
 a 3=- 　　よって，y x3=-

　⑵　y ax= とおく。 a2 4= より，a
2
1

=

 y x
2
1

2
1

8 4#= = - =-] g

　⑶　yは xに反比例するから，y
x
a

= とおく。

 x 3=- のとき y 5= だから，

 a xy 3 5 15#= = - =-] g 　よって，y
x
15

=-

　⑷　y
x
a

= とおく。a 6 2 12#= - - =] ]g g

　　y
x
12

4
12

3= = =

  ⑴　点 A，点 Bから x軸，y軸に垂直な直線を
ひき，x軸，y軸とそれぞれ交わった点の目盛を
x座標，y座標とする。

　⑵ 　x軸上の 4- から x軸に垂直にひいた直線と y

軸上の 2- から y軸に垂直にひいた直線の交点。
　⑶　x軸に対称だから，y座標の符号が反対になる。
 ⑴　原点 0 0，] gと点 1 2，] gを通る直線をかく。
　⑵　原点 0 0，] gと点 3 2，-] gを通る直線をかく。
　⑶ 　 点 6 1，-] g， 3 2，-] g， 2 3，-] g， 1 6，-] g を

通るなめらかな曲線と，点 1 6，-] g， 2 3，-] g，
3 2，-] g， 6 1，-] gを通るなめらかな曲線をかく。

 ⑴　原点を通る直線だから，y ax= とおく。
  点 1 3，-] gを通るから，x 1= ， 3y=- を代入

して， a3- = ， 3a=- 　よって，y x3=-

　⑵　原点を通る直線だから，y ax= とおく。
 点 2 1，] gを通るから， a1 2=

 　a
2
1

= 　　よって，y x
2
1

=

　⑶　双曲線だから，y
x
a

= とおく。

 点 2 2，] gを通るから， a
a2

2
4，= =

 よって，y
x
4

=

 ⑴　y ax= に x y2 4，=- = を代入して，
　　　 a4 2=- 　　a 2=-

　⑵　y
x
12

= に x y m3，=- = を代入して，

　　　m
12
3

=
-
　　m 4=-

　⑶ 　xの値が 1ずつ増加すると yの値が 3- ずつ増
加するものだから，比例定数が 3- のものを選ぶ。

　⑷ 　xは水を入れる時間だから，空のとき x 0= ，
いっぱいのとき，x 01=

5

6

7

8
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１年の復習（図形）

� ➡p.8〜p.9

 ⑴　3 cmr 　　　　　 ⑵　3 9 cm2r- ] g

 ⑴　　　　　　　　 ⑵　
　 

　⑶　　　　　　　　　 ⑷
　 

 ⑴　㋓　　　　　　 ⑵　㋒と㋓
 ⑴　4本　　　 ⑵　面AEHD，面 EFGH
 ⑴　頂点 C，頂点 E　 ⑵　面 GHI
　⑶　辺 BD，辺 GI
 ⑴　表面積 60 cm2r ，体積 63 cm3r

　⑵　表面積 384 cm2，体積 384 cm3

 ⑴　144c　　　　　　 ⑵　14 cm2r

 320 cm3r

 ⑴　36 cm3r 　　　　 ⑵　20 cm3

  ⑴　2 4
360
135

3# #r r= （cm）

　⑵ 　おうぎ形OABの面積から OAB9 の面積をひく。

　　 6
360
30

2
1
6 3 3 92# # # #r r- = -（cm2）

 作図に使った線は消さずに残しておく。
　⑴ 　点 A，Bを中心としてそれぞれ等しい半径の

円をかき，2つの円の交点を結ぶ直線をひく。
　⑵ 　点 Oを中心とする円をかき，OX，OYとの交

点を求め，2つの交点を中心としてそれぞれ等し
い半径の円をかいて XOY+ 内の交点を求め，O
を端としてその交点を通る半直線をひく。

　⑶ 　点 Pを頂点とする 180cの角の二等分線を作図
すると考える。

　⑷ 　点 Qを中心とする円をかき，直線 mとの 2つ
の交点を求め，2つの交点を中心として Qと反対
側にそれぞれ等しい半径の円をかき，その交点と

1

2

3

4

5

6

7

8

9

解説

1

2

Qを通る直線をひく。
  ⑴　㋓の 1つの頂点が㋐の対応する頂点に重なる

ように㋓を平行移動し，次にその頂点を回転の中
心として回転移動すれば，㋓は㋐に重なる。

　⑵　1回の折り返しで重なる三角形の組をさがす。
  ⑴　辺ADと交わらず，平行でもない辺。
　　辺 BF，EF，CG，HGの 4本。
　⑵　辺 BCと交わらず，辺 BCをふくまない面。
  ⑴　組み立てると，右の図の

ような三角柱になるから，A
と重なる点は Cと E。

　⑵　面 BCDと交わらない面。
　⑶ 　辺 AFと交わらず，平行で

もない辺。
  ⑴　 2 3 7 3 2 602表面積 # # # #| r r r+ = （cm2）
　　 3 7 632体積 # #|r r= （cm3）

　⑵　
2
1
12 10 4 12 12 384表面積 # # # #| + = （cm2）

　　
3
1
12 12 8 384体積| # # # = （cm3）

  ⑴　中心角を xcとする。

　　　 x
x2 5

360
2 2 144，# # #r r= =

　⑵　 5
360
144

2 142 2# # #r r r+ = （cm2）

  底面の半径 8 cm，高さ 15 cmの円錐ができる。

　
3
1

8 15 3202# # #r r= （cm3）

  ⑴　立体は直径 6 cm（半径 3 cm）の球になる。

 体積は，
3
4

3 363#r r= （cm3）

　⑵ 　立体は三角錐で，立面図より，高さが 5 cmと
わかる。

  また，平面図より，底面は底辺が 6 cm，高さ 

が 4 cmの三角形とわかる。

 よって，体積は，
3
1

2
1
6 4 5 20# # # # = （cm3）

3

4

5

6

7

8

9
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１年の復習（データの活用）

� ➡p.10〜p.11

 ⑴　7.4点　 ⑵　7.5点　 ⑶　7点
　⑷　6点
 ⑴　22 m　 ⑵　6　　 ⑶　5 m　
　⑷　22.5 m
 ⑴①　0.22　 ②　44 ③　0.38　 ⑵　19人
　⑶　40％　 ⑷　35 kg以上 40 kg未満の階級
 ⑴　右図 

　⑵　50 kg
　⑶　49.2 kg

 ⑴　25人
　⑵　0.12
　⑶　56％ 

　⑷　47.5回
　⑸ 　50回以上 55回

未満の階級
　⑹　右図
 ⑴　0.615
　⑵　ウ

 ⑴　 107 8 5 8 9 10 4 7 9 7'+ + + + + + + + +] g

　　 .74 10 7 4'= = （点）
　⑵　テストの結果を小さい順に並べかえると，
　　　4，5，7，7，7，8，8，9，9，10（点）
　　10人の中央値は，5番目と 6番目の平均だから，
　　　 .2 7 57 8'+ =] g （点）
　⑶ 　人数が一番多いのは，7点の 3人だから，最頻

値は，7点
　⑷　 10 4 6範囲 最大値 最小値= - = - =（点）
 ⑴　データの中の最大値は 34 m，最小値は 12 m
　　よって，範囲は，34 12 22- = （m）
　⑵ 　データの中から 25 m以上 30 m未満の値をす

べて拾い出すと，6個ある。
　⑶　階級の幅は区間の幅だから，5 m
　⑷　20 m以上 25 m未満の階級の度数は，
　　　 1127 1 7 6 2- + + + =] g

　　 最頻値は度数の最も大きい階級の階級値だから，
20 m以上 25 m未満の階級で，その階級値は，

　　　 .20 25 2 22 5'+ =] g （m）

1

2

3

4

0

2

4

6

（人）

36 40 44 48 52 56 60（kg）
5

0

2

4

6

8
（人）

3035 40 45 50 55 60 65 70
（回）

6

解説
1

2

  ⑴①　 .
50
11

0 22相対度数＝ 度数の合計
その階級の度数

= =

　　②　累積度数はその階級までの度数の合計だから，
　　　　5 7 7 11 14 44+ + + + = ，または 30 14 44+ =

　　③ 　累積相対度数はその階級までの相対度数の合
計だから， . . . .0 10 0 14 0 14 0 38+ + =

　　　または， . . .0 24 0 14 0 38+ =

　⑵ 　30 kg以上 35 kg未満の階級の累積度数は 19だ
から，35 kg未満の人数は，19人。

　⑶　
50
14 6

100 40#
+

= （％）

　⑷ 　データの合計が 50だから，中央値はデータを
小さい順に並べた 25番目の値と 26番目の値の平
均になる。

　　 累積度数から，35 kg未満は 19人。40 kg未満は
30人いるので，25番目の値と 26番目の値はどち
らも 35 kg以上 40 kg未満の階級に入っているこ
とがわかり，中央値もこの階級に入っている。

  ⑴　度数を縦，階級の幅を横とする長方形をかき
たしていく。

　⑵　 度数が最も大きい階級は，48 kg以上 52 kg未
満の階級で，その階級値は，

　　　　 2 5048 52'+ =] g （kg）
　⑶　 38 1 42 2 46 5 50 6 54 4 58 2# # # # # #+ + + + +] g

　　 .20 984 20 49 2' '= = （kg）
 ⑴　4 3 7 6 3 2 25+ + + + + = （人）

　⑵　 .
25
3

0 12=

　⑶　
25

4 3 7
100 56#

+ +
= （％）

　⑷ 　データの合計は 25だから，中央値はデータを
小さい順に並べた 13番目の値になる。

　　 4 3 13 4 3 71 1+ + + より，45回以上 50回未満の
階級に入っている。

　⑸　回数の多い方から度数をたしていくと，
　　 2 3 10 2 3 61 1+ + + より，50回以上 55回未満の
階級に入っている。

　⑹ 　ヒストグラムの長方形の上の辺の中点を折れ線
で結ぶ。両端の 30～ 35と 65～ 70の階級の度数
は 0と考えて，横軸まで折れ線で結ぶ。

 ⑴　 .
200
123

0 615=

　⑵ 　投げた回数が多くなるにつれ，相対度数は確率
に近づいていくと考えられるから，2000回のと
きの相対度数 0.641になるべく近いものを答える。

3

4

5

6
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4　〈一般動詞の否定文・疑問文〉次の英文を（　）内の指示にしたがって書きかえなさい。
⑴　I like comic books.　（否定文に）

　　　
⑵　We know your father.　（否定文に）

　　　
⑶　They practice baseball on Friday.　（疑問文に）

　　　
⑷　You and Mary use this computer.　（疑問文にして，Yesで答える）

　　　

1　〈be動詞〉次の英文の空所に am，are，isのうち適する語を書きなさい。
⑴　I  a basketball fan.
⑵　You  from Okinawa.
⑶　Ms. Green  our English teacher.
⑷　We  in the park now.
⑸　This book  very interesting.
⑹　Akira and Hiroshi  good friends.

2　〈be動詞の否定文・疑問文〉次の英文を（　）内の指示にしたがって書きかえなさい。
⑴　I am free this afternoon.　（否定文に）

　　　
⑵　Jane is at home now.　（否定文に）

　　　
⑶　You are Ken’s sister.　（疑問文に）

　　　
⑷　The students are in the classroom.　（疑問文にして，Yesで答える）

　　　

3　〈一般動詞〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。
⑴　私はバスで学校へ行きます。  I  to school by bus.
⑵　私たちはスミス先生を知っています。 We  Mr. Smith.
⑶　あなたは一生懸命勉強します。 You  hard.
⑷　私は犬を２ひき飼っています。  I  two dogs.
⑸　彼らは毎週テニスをします。   They  tennis every week.
⑹　その子どもたちはサッカーが好きです。 The children  soccer.
⑺　私たちは歩いて駅へ行きます。  We  to the station.
⑻　あなたたちは英語をじょうずに話します。　　　You  English well.
⑼　マイクとベスはこの町に住んでいます。 Mike and Beth  in this town.
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8　〈形容詞・副詞〉日本文に合うように（　）内の語（句）を並べかえて，正しい英文にしなさい。
⑴　サッカーは人気のあるスポーツです。　（ a / sport / is / soccer / popular ）.

　　　
⑵　この写真はとても美しい。　（ picture / is / beautiful / this / very ）.

　　　
⑶　美香はとてもじょうずに英語を話します。　（ well / speaks / very / English / Mika ）.

　　　
⑷　私はたいてい夕食前に宿題をします。　（ my homework / do / I / before / usually / dinner ）.

　　　

5　〈３人称・単数・現在形〉次の（　）内の語を適する形にかえて，空所に書きなさい。すべて現在の文と
します。

⑴　My sister  very well.　（cook）
⑵　Yuki  her mother every evening.　（help）
⑶　My grandfather  in Sapporo.　（live）
⑷　Tom  Japanese every day.　（study）
⑸　Ms. Green  to school by car.　（come）
⑹　Ken  TV after dinner.　（watch）
⑺　Our school  about 300 students.　（have）

6　〈３人称・単数・現在形の否定文・疑問文〉次の英文を（　）内の指示にしたがって書きかえなさい。
⑴　Taro walks to school.　（否定文に）

　　　
⑵　My father likes baseball.　（否定文に）

　　　
⑶　Ms. Tanaka teaches English.　（疑問文に）

　　　
⑷　Bill has many CDs.　（疑問文に）

　　　
⑸　Mr. Brown goes to the park on Sunday.　（疑問文にして，Yesで答える）

　　　

7　〈a，an / the〉次の英文の空所に a，an，theのうち適する語を書きなさい。何も入れる必要がない
ときは×を書きなさい。

⑴　I have  cat.  I like  cat very much.
⑵　My mother plays  piano every day.
⑶　We have  English class on Monday.
⑷　This is  my new bag.
⑸　Kyoto is  old city.  A lot of people visit  city.
⑹　It’s ten o’clock in  morning now.
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13　〈接続詞〉次の英文の空所に and，but，orのうち適する語を書きなさい。
⑴　Megumi  I are classmates.
⑵　Is this notebook Makoto’s  Ken’s?
⑶　I like baseball very much,  I’m not a good player.
⑷　Is Mr. Smith from America  from Canada? 
⑸　I like English  study it every day.

9　〈名詞の複数形〉次の（　）内の語を適する形にかえて，空所に書きなさい。
⑴　I see two  near the park.　（car）
⑵　We need some .　（box）
⑶　These  are very new.　（house）
⑷　Canada and America are large .　（country）
⑸　My aunt has three .　（child）
⑹　How many  do you have on Monday?　（class）

10　〈代名詞〉次の（　）内の語を適する形にかえて，空所に書きなさい。かえる必要のないものはそのまま
書くこと。

⑴　I have a sister.   name is Yukiko.　（She）
⑵　Mr. Hill is an English teacher.  I like  very much.　（he）
⑶　Jack and Bob are from Canada.   are my good friends.　（They）
⑷　Are these pencils ?　（you）
⑸　That white building is  school.　（we）
⑹　This bike is not .  It’s Kayo’s.　（I）

11　〈命令文〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。
⑴　この本を読みなさい。   this book.
⑵　どうぞこのペンを使ってください。　　　   this pen.
⑶　図書館に行きましょう。    to the library.
⑷　この川で泳いではいけません。   in this river.
⑸　トム，ここへ来て。 Tom,  .

12　〈疑問詞を用いた疑問文〉次の空所に［　］内から適語を選んで書き，対話文を完成させなさい。
⑴　  is your mother now? ── She’s in the kitchen.
⑵　  car is that? ── It’s my father’s.
⑶　  is that girl? ── She’s my sister, Junko.
⑷　  day is it today? ── It’s Wednesday.
⑸　  bag is yours? ── This white one is mine.
⑹　  do you go to school? ── I walk to school.
⑺　  is your birthday? ── It’s October 15.

　　　［ What　　Who　　When　　Where　　How　　Whose　　Which ］
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17　〈規則動詞の過去形〉次の英文を（　）内の指示にしたがって書きかえなさい。
⑴　I play tennis.　（文末に yesterdayを加えて）

　　　
⑵　Makoto wants an apple.　（文末に at that timeを加えて）

　　　
⑶　Yuki used the desk this morning.　（否定文に）

　　　
⑷　His sister studied English last night.　（疑問文にして，Yesで答える）

　　　

14　〈前置詞〉（　）内の日本語に合うように，空所に適語を書きなさい。
⑴　I usually get up  seven every morning.　（７時に）
⑵　Aki goes to school  her sister.　（妹といっしょに）
⑶　My dog is  that tree.　（あの木の下に）
⑷　We have a school festival  November.　（11月に）
⑸　Let’s talk  English.　（英語で）
⑹　Jiro practices soccer  Thursday.　（木曜日に）
⑺　I see two pictures  the wall.　（かべにかかっている）
⑻　Tell me  your country.　（あなたの国について）

15　〈canを用いた文〉次の英文を（　）内の指示にしたがって書きかえなさい。
⑴　I use a computer.　（「～（することが）できる」という文に）

　　　
⑵　My brother runs very fast.　（「～（することが）できる」という文に）

　　　
⑶　We can play the guitar.　（否定文に）

　　　
⑷　Mr. Hill can speak Japanese well.　（疑問文にして，Yesで答える）

　　　

16　〈現在進行形〉次の日本文の意味を表すように，空所に適語を書きなさい。
⑴　私は部屋で勉強しています。 I   in my room.
⑵　健は今，サッカーをしています。 Ken   soccer now.
⑶　彼らは公園を走っています。 They   in the park.
⑷　ビルは今，テレビを見ていません。　　　Bill   TV now.
⑸　絵美は音楽を聞いていますか。── はい，聞いています。

　　　  Emi  to music? ── Yes, she .
⑹　あなたは今，何をしていますか。── 本を読んでいます。

　　　   you  now?
　　　── I   a book.



1

➡p.4〜p.7

1 ⑴　am　　⑵　are　　⑶　is　　⑷　are
　　⑸　is　　⑹　are
2 ⑴　I’m［I am］ not free this afternoon.
　　⑵　Jane isn’t［is not］ at home now.
　　⑶　Are you Ken’s sister?
　　⑷　Are the students in the classroom?
　　　　── Yes, they are.
3 ⑴　go　　⑵　know　　⑶　study
　　⑷　have　　⑸　play　　⑹　like
　　⑺　walk　　⑻　speak　　⑼　live
4 ⑴　I don’t［do not］ like comic books.
　　⑵　We don’t［do not］ know your father.
　　⑶　Do they practice baseball on Friday?
　　⑷　Do you and Mary use this computer?
　　　　── Yes, we do.
5 ⑴　cooks　　⑵　helps　　⑶　lives
　　⑷　studies　　⑸　comes　　⑹　watches
　　⑺　has
6 ⑴　Taro doesn’t［does not］ walk to school.
　　⑵ 　My father doesn’t［does not］ like 

baseball.
　　⑶　Does Ms. Tanaka teach English?
　　⑷　Does Bill have many CDs?
　　⑸ 　Does Mr. Brown go to the park on 

Sunday?
　　　　── Yes, he does.
7 ⑴　a，the　　⑵　the　　⑶　an　　⑷　×
　　⑸　an，the　　⑹　the
8 ⑴　Soccer is a popular sport.
　　⑵　This picture is very beautiful.
　　⑶　Mika speaks English very well.
　　⑷ 　I usually do my homework before 

dinner.
9 ⑴　cars　　⑵　boxes　　⑶　houses
　　⑷ 　countries　　⑸　children　　
　　⑹　classes
10 ⑴　Her　　⑵　him　　⑶　They
　　⑷　yours　　⑸　our　　⑹　mine
11 ⑴ 　Read　　⑵　Please，use　　
　　⑶　Let’s，go　　⑷　Don’t，swim

１年の復習 　　⑸　come，here
12 ⑴　Where　　⑵　Whose　　⑶　Who
　　⑷　What　　⑸　Which　　⑹　How
　　⑺　When
13 ⑴　and　　⑵　or　　⑶　but　　⑷　or
　　⑸　and
14 ⑴　at　　⑵　with　　⑶　under　　⑷　in
　　⑸　in　　⑹　on　　⑺　on　　⑻　about
15 ⑴　I can use a computer.
　　⑵　My brother can run very fast.
　　⑶　We can’t［cannot］ play the guitar.
　　⑷　Can Mr. Hill speak Japanese well?
　　　　── Yes, he can.
16 ⑴　am，studying　　⑵　is，playing
　　⑶　are，running　　⑷　isn’t，watching
　　⑸　Is，listening，is
　　⑹　What，are，doing，am，reading
17 ⑴　I played tennis yesterday.
　　⑵　Makoto wanted an apple at that time.
　　⑶ 　Yuki didn’t［did not］ use the desk this 

morning.
　　⑷　Did his sister study English last night?
　　　　── Yes, she did.

解説 1 ⑹　主語が複数なので are。
2 be動詞の否定文は，be動詞のあとに notを置く。
疑問文は be動詞を主語の前に置く。

4 一般動詞の否定文は，動詞の前に don’t［do not］
を置く。疑問文は doを主語の前に置く。

6 主語が３人称・単数・現在の一般動詞の否定文は，
動詞の前に doesn’t［does not］を置く。疑問文は
doesを主語の前に置く。動詞はどちらも原形を使う。

10 ⑷⑹　「～のもの」という形にする。
13 ⑶　空所の前後が対立する内容なので but。
15  ⑴⑵　「～することができる」は〈can＋動詞の原
形〉で表す。

　⑶ ⑷　canの否定文は，〈can’t［cannot］＋動詞の
原形〉で表す。疑問文は canを主語の前に置く。

16  ⑴⑵⑶　現在進行形は〈be動詞（am，are，is）＋
動詞の～ing形〉で表す。

　⑷ ⑸⑹　現在進行形の否定文は，be動詞のあとに
notを置く。疑問文は be動詞を主語の前に置く。

17  ⑶⑷　一般動詞の過去の否定文は，動詞の前に
didn’t［did not］を置く。疑問文は主語の前に did
を置く。動詞はどちらも原形を使う。
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10

学習目標

・
指
示
語
と
は
何
か
、
ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
言
葉
な
の
か
が
わ
か
る
。

・
指
示
内
容
の
捉と

ら

え
方
や
、
指
示
内
容
を
確
認
す
る
手
順
が
わ
か
る
。

・
指
示
内
容
を
正
確
に
抜
き
出
し
た
り
、
書
き
表
し
た
り
で
き
る
。

説
明
的
文
章
（1）

指
示
語

1
要点のまとめ要点要点のまとめ

読
解
編

ミ
ミ
ズ
は
意
外
と
器
用
で
、
地
表
を
移
動
す
る
時
の
身
ぶ
り
も
大
き
く
分
け
て
三
パ

タ
ー
ン
あ
り
ま
す
。

最
も
よ
く
見
る
動
き
は
、
体
を
伸の

び
縮
み
さ
せ
て
進
む
方d
法d
で
す
。
太
く
な
る
と
こ

ろ
を
足
が
か
り
に
し
て
、
前
の
ほ
う
が
細
く
な
り
前
へ
進
む
。
今
度
は
前
の
ほ
う
が
太

く
な
り
後
方
は
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
し
て
前

へ
進
み
ま
す
。
こ
の
方
法
で
後d
退d
も
で
き
る
の
で
す
。

し
か
し
、
体
の
伸し
ん

縮し
ゅ
く

だ
け
で
は
土
の
上
を
す
べ
っ
て
し
ま
い
、
進
ま
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
で
し
ょ
う
。
実
は
ミ
ミ
ズ
は
剛ご
う

毛も
う

と
い
う
毛
を
も
っ
て
い
ま
す
。
名
前
の

と
お
り
硬か
た

い
毛
を
出
し
た
り
引
っ
込
め
た
り
で
き
る
し
く
み
で
、
地
面
に
引
っ
か
か
り

を
作
っ
て
は
、
前
に
進
ん
で
い
る
の
で
す
。

試
し
に
紙
の
上
で
移
動
さ
せ
る
と
、カ
サ
カ
サ
と
音
が
し
ま
す
。こ
れ
が
剛
毛
の
引
っ

か
か
り
の
音
な
の
で
す
。

●●●

A

B

漢
字
・
語
句
・
文
法
の
確
認

⑴

漢
字
の
読
み
書
き

線
㋐
〜
㋓
の
漢
字
に
読
み
仮が

名な

を
書
き
、
片
仮
名
は
漢
字
に
直

し
な
さ
い
。

㋐（

み

）

ち
ぢ

）
㋑（

）

経
験

㋒（

）

編
集

）
㋓（

れ
る

）

か
く

⑵

類
義
語
を
考
え
る

線
Ａ
「
方
法
」
と
似
た
意
味
を
表
す
熟
語
と
な
る
よ
う
に
、

に
当
て
は
ま
る
漢
字
一
字
を
書
き
な
さ
い
。

⑶

同
音
異
義
語
を
考
え
る

線
Ｂ
「
後
退
」
と
同
じ
読
み
方
を
す
る
熟
語
を
、
二
つ
以

上
書
き
な
さ
い
。

手

段

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

❶
指
示
語
を
含
む
一
文
の
内
容
を
確
か
め
る
。

例
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
桃
が
あ
る
。
そ
れ
は
私
の
大
好
物

そ
れ

⌇
⌇
⌇
だ
。

指
示
語
が
指
す
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
は
、
指
示
語
を
含
む
一
文
で
確
認
で
き
ま
す
。「
私
」
の
「
大⌇⌇

好
物
⌇
⌇
」
と
は
「
何
か
?
」
と
考
え
る
と
、「
そ
れ
」
が
指
す
も
の
を
、
あ
ら
か
じ
め
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
示
内
容
を
捉と
ら
と
ら

え
る
↓
確
認
す
る

指
示
語

指
示

指
示
語
を
含
む
一
文

❷
指
示
語
の
指
す
内
容
は
、
指
示
語
よ
り
前
に
あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ま
ず
は
指
示
語

の
前
に
注
目
し
て
、
指
示
内
容
を
捉
え
る
。

例
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
桃
が
あ
る
。
そ
れ
は
私
の
大

そ
れ

⌇
好
物
⌇
⌇

⌇

だ
。

❸
指
示
語
の
部
分
に
指
示
内
容
を
当
て
は
め
て
み
て
、
文
意
が
通
る
こ
と
を
確
か
め
る
。

例
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
桃
が
あ
る
。
桃
は
私
の
大
好
物
だ
。

桃

「
そ
れ
」
の
と
こ
ろ
に
「
桃
」
を
当
て
は
め
て
も
、
文
章
の
意
味
は
自
然
で
す
。
つ
ま
り
、「
そ
れ
」
は
「
桃
」

を
指
し
て
い
る
と
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
手
順
で
指
示
内
容
が
正
し
い
か
判
断
で
き
ま
す
。

指
示
内
容

当
て
は
め
る

510

指
示
語

同
じ
言
葉
の
繰
り
返
し
を
避
け
、
文
章
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に

使
う
言
葉
。
例
こ
れ
・
そ
こ
・
あ
ち
ら
・
こ
の
○
○
・
そ
ん
な
○
○

指
示
語

と
は
？
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11　　 1　説明的文章⑴　

　

二
つ
目
は
ヘ
ビ
と
同
じ
よ
う
に
ク
ネ
ク
ネ
と
蛇だ

行こ
う

し
て
移
動
し
ま
す
︒
草
む
ら
や
枯

れ
葉
の
上
は
こ
の
方
法
で
す
ば
や
く
動
き
ま
す
︒
曲
げ
た
体
を
左
右
に
打
ち
当
て
な
が

ら
︑
地
面
を
押d
す
よ
う
に
進
み
ま
す
︒
こ
の
時
剛
毛
は
使
っ
て
い
な
い
︵
引
っ
込
め
て

い
る
︶
よ
う
で
す
︒

　

三
つ
目
は
︑
歩
き
方
と
い
う
よ
り
走
り
方
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

つ
か
ま
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
︑
ピ
ン
ピ
ン
と
飛
び
跳
ね
て
逃
げ
て
行
き
ま
す
︒

は
げ
し
い
動
き
な
の
で
︑
こ
ち
ら
も
び
っ
く
り
し
ま
す
︒
目
を
こ
ら
す
と
釣つ

り
上
げ
た

魚
の
よ
う
に
︑
右
に
左
に
体
を
そ
ら
し
て
跳
ね
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
︒
実
は
体
を

そ
ら
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
︑
首
を
回
す
よ
う
に
体
全
体
を
回
転
さ
せ
て
い
ま
す
︒

こ
の
動
作
に
よ
っ
て
伸
縮
や
蛇
行
よ
り
す
ば
や
く
移
動
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
︒

　

ミ
ミ
ズ
は
体
の
縦
方
向
の
筋
肉
︵
円
環
状
に
な
ら
ん
で
い
る
も
の
と
は
別
に
︑
前
後

に
縦
に
走
っ
て
い
る
筋
肉
︶
が
あ
り
︑
こ
れ
を
順
番
に
伸
び
縮
み
さ
せ
る
こ
と
で
︑
体

を
し
な
ら
せ
て
い
る
よ
う
で
す
︒

　

移
動
の
た
め
で
は
な
い
の
で
す
が
︑
と
て
も
す
ば
や
い
ミ
ミ
ズ
の
動
き
が
あ
り
ま
す
︒

そ
れ
は
巣す

孔あ
な

か
ら
体
半
分
く
ら
い
を
出
し
て
い
る
状
態
か
ら
︑
引
っ
込
む
時
で
す
︒

　

皆
さ
ん
も
ケ
イ
ケ
ン
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
︑
巣
孔
か
ら
体
を
出
し
て
い
る
ミ
ミ
ズ

を
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
と
︑
あ
っ
と
い
う
間
に
引
っ
込
ん
で
し
ま
っ
て
︑
な
か
な
か

つ
か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒

　

私
は
こ
の
ス
ピ
ー
ド
を
測d
れ
な
い

d
d
d

も
の
か
と
考
え
ま
し
た
︒

　

ひ
ら
め
い
た
の
は
ビ
デ
オ
に
撮と

っ
て
時
間
を
割
り
出
す
方
法
で
す
︒
東
京
都
の
新
宿

四よ
つ

谷や

で
︑
夜
の
ミ
ミ
ズ
を
撮さ

つ

影え
い

し
ま
し
た
︒
こ
こ
は
春
に
な
る
と
桜
の
花
見
で
に
ぎ
わ

う
公
園
の
中
で
す
︒
引
っ
込
む
距
離
が
わ
か
る
よ
う
に
︑
メ
ジ
ャ
ー
を
そ
っ
と
ミ
ミ
ズ

に
平
行
に
置
い
て
か
ら
︑ミ
ミ
ズ
を
刺
激
し
巣
孔
に
引
っ
込
む
様
子
を
撮
影
し
ま
し
た
︒

そ
れ
を
ビ
デ
オ
ヘ
ン
シ
ュ
ウ
ソ
フ
ト
で
計
測
す
る
の
で
す
︒

　

そ
の
結
果
︑最
も
速
か
っ
た
ミ
ミ
ズ
は
︑距
離
3
㎝
を
巣
孔
に
隠
れ
る
の
に
0
・
1
3

秒
で
し
た
︒
秒
速
に
す
る
と
22
・
5
㎝
で
す
︒

 

︿
柴し
ば

田た

康こ
う

平へ
い

﹁
ミ
ミ
ズ
の
謎な
ぞ

﹂
よ
り
﹀

C⃝㋑

D

⃝㋒

⃝㋓

 

例

交

代
　
　

交

替
　
　

抗

体

⑷　
部
首

線
Ｃ
﹁
押
﹂
の
部
首
名
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
︒　

　
て
へ
ん

⑸　
同
訓
異
字

線
Ｄ
﹁
測
れ
な
い
﹂
と
あ
り
ま
す
が
︑﹁
測
﹂
と
同
じ
訓
読
み
で
︑
次

の
文
の

に
当
て
は
ま
る
漢
字
を
︑
後
か
ら
一
つ
選
び
︑
記
号
で
答
え
な
さ
い
︒

友
人
の
悲
し
み
を

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
︒

ア　

図　
　

イ　

量

ウ　

諮　
　

エ　

計

⑹　
段
落

こ
の
文
章
は
︑い
く
つ
の
段
落
で
で
き
て
い
ま
す
か
︒
算
用
数
字
で
答
え
な
さ
い
︒

　
文
章
内
容
の
確
認
　

⑺　
指
示
語

線
﹁
こ
れ
﹂
は
︑
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
︒
文
章
中
か
ら
八
字
で
抜
き
出

し
な
さ
い
︒

⑻　
文
章
内
容
の
確
認

こ
の
文
章
は
何
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
か
︒
次
の

に
当
て

は
ま
る
言
葉
を
︑
文
章
中
か
ら
二
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
︒

ミ
ミ
ズ
の

動

き

に
つ
い
て
︒

イ12

体

の

縦

方

向

の

筋

肉

1520253035
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12

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

1

ミ
ミ
ズ
は
意
外
と
器
用
で
、
地
表
を
移
動
す
る
時
の
身
ぶ
り
も
大
き
く
分
け
て
三

パ
タ
ー
ン
あ
り
ま
す
。

2

最
も
よ
く
見
る
動
き
は
、
体
を
伸の

び
縮
み
さ
せ
て
進
む
方
法
で
す
。
太
く
な
る
と

こ
ろ
を
足
が
か
り
に
し
て
、
前
の
ほ
う
が
細
く
な
り
前
へ
進
む
。
今
度
は
前
の
ほ
う
が

太
く
な
り
後
方
は
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
伸
び
た
り
縮
ん
だ
り
し
て

前
へ
進
み
ま
す
。
こ
の
方
法
で
後
退
も
で
き
る
の
で
す
。

3

し
か
し
、
体
の
伸し

ん

縮し
ゅ
く

だ
け
で
は
土
の
上
を
す
べ
っ
て
し
ま
い
、
進
ま
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
う
で
し
ょ
う
。
実
は
ミ
ミ
ズ
は
剛ご
う

毛も
う

と
い
う
毛
を
も
っ
て
い
ま
す
。
名
前

の
と
お
り
硬か
た

い
毛
を
出
し
た
り
引
っ
込
め
た
り
で
き
る
し
く
み
で
、
地
面
に
引
っ
か
か

り
を
作
っ
て
は
、
前
に
進
ん
で
い
る
の
で
す
。

4

試
し
に
紙
の
上
で
移
動
さ
せ
る
と
、
カ
サ
カ
サ
と
音
が
し
ま
す
。
こ
れ
が
剛
毛
の

引
っ
か
か
り
の
音
な
の
で
す
。

5

二
つ
目
は
ヘ
ビ
と
同
じ
よ
う
に
ク
ネ
ク
ネ
と
蛇だ

行こ
う

し
て
移
動
し
ま
す
。
草
む
ら
や

枯
れ
葉
の
上
は
こ
の
方
法
で
す
ば
や
く
動
き
ま
す
。
曲
げ
た
体
を
左
右
に
打
ち
当
て
な

が
ら
、
地
面
を
押
す
よ
う
に
進
み
ま
す
。
こ
の
時
剛
毛
は
使
っ
て
い
な
い
（
引
っ
込
め

て
い
る
）
よ
う
で
す
。

6

三
つ
目
は
、
歩
き
方
と
い
う
よ
り
走
り
方
と
い
っ
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
つ
か
ま
え
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
、
ピ
ン
ピ
ン
と
飛
び
跳
ね
て
逃
げ
て
行
き
ま

す
。
は
げ
し
い
動
き
な
の
で
、
こ
ち
ら
も
び
っ
く
り
し
ま
す
。
目
を
こ
ら
す
と
釣つ

り
上

げ
た
魚
の
よ
う
に
、
右
に
左
に
体
を
そ
ら
し
て
跳
ね
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
実
は

体
を
そ
ら
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
首
を
回
す
よ
う
に
体
全
体
を
回
転
さ
せ
て
い
ま

す
。
こ
の
動
作
に
よ
っ
て
伸
縮
や
蛇
行
よ
り
す
ば
や
く
移
動
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

7

ミ
ミ
ズ
は
体
の
縦
方
向
の
筋
肉
（
円
環
状
に
な
ら
ん
で
い
る
も
の
と
は
別
に
、
前

●●●
●●●

●●●

⑴

線
①
「
こ
の
方
法
で
後
退
も
で
き
る
の
で
す
。」
に
つ
い
て
、
次
の
各
問
い
に
答

え
な
さ
い
。

1

指
示
語
「
こ
の
方
法
」と
は
、ど
の
よ
う
な
方
法
で
す
か
。文
章
中
か
ら
十
三
字
で
抜
き

出
し
な
さ
い
。

2

内
容
理
解
「
後
退
も
で
き
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
後
退
す
る
方
法
に
つ
い
て
説
明
し

た
次
の
文
の

ⓐ
〜
ⓒ
に
は
ア
「
前
」、
イ
「
後
ろ
」
の
ど
ち
ら
が
当
て
は
ま
り

ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

太
く
な
る
と
こ
ろ
を
足
が
か
り
に
し
て
、

ⓐ

の
ほ
う
が
細
く
な
り
後
ろ
へ
退
く
。

←
太
く
な
っ
た

ⓑ

の
ほ
う
に

ⓒ

の
ほ
う
が
引
っ
張
ら
れ
る
。

ⓐ

イ

ⓑ

イ

ⓒ

ア

⑵

指
示
語

線
②
「
こ
の
方
法
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
す
か
。
文
章
中
の
言
葉

を
使
っ
て
、
十
五
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。

⑶

指
示
語

線
③
「
こ
の
動
作
」
を
説
明
し
た
次
の
文
の

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、

文
章
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

左
右
に
体
を

そ

ら

し

、体
全
体
を

回

転

さ
せ
て
飛
び
跳
ね
る
動
作
。

体

を

伸

び

縮

み

さ

せ

て

進

む

方

法

15

ク

ネ

ク

ネ

と

蛇

行

し

て

移

動

す

る

方

法

。

例

5101520
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13　　 1　説明的文章⑴　

� スラプ

要点 後
に
縦
に
走
っ
て
い
る
筋
肉
︶
が
あ
り
︑
こ
れ
を
順
番
に
伸
び
縮
み
さ
せ
る
こ
と
で
︑

体
を
し
な
ら
せ
て
い
る
よ
う
で
す
︒

₈　

移
動
の
た
め
で
は
な
い
の
で
す
が
︑
と
て
も
す
ば
や
い
ミ
ミ
ズ
の
動
き
が
あ
り
ま

す
︒
そ
れ
は
巣す

孔あ
な

か
ら
体
半
分
く
ら
い
を
出
し
て
い
る
状
態
か
ら
︑
引
っ
込
む
時
で
す
︒

₉　

皆
さ
ん
も
経
験
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
︑
巣
孔
か
ら
体
を
出
し
て
い
る
ミ
ミ
ズ
を

つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
と
︑
あ
っ
と
い
う
間
に
引
っ
込
ん
で
し
ま
っ
て
︑
な
か
な
か
つ

か
ま
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
︒

₁₀　

私
は
こ
の
ス
ピ
ー
ド
を
測
れ
な
い
も
の
か
と
考
え
ま
し
た
︒

₁₁　

ひ
ら
め
い
た
の
は
ビ
デ
オ
に
撮と

っ
て
時
間
を
割
り
出
す
方
法
で
す
︒
東
京
都
の
新

宿
四よ
つ

谷や

で
︑
夜
の
ミ
ミ
ズ
を
撮さ

つ

影え
い

し
ま
し
た
︒
こ
こ
は
春
に
な
る
と
桜
の
花
見
で
に
ぎ

わ
う
公
園
の
中
で
す
︒
引
っ
込
む
距
離
が
わ
か
る
よ
う
に
︑
メ
ジ
ャ
ー
を
そ
っ
と
ミ
ミ

ズ
に
平
行
に
置
い
て
か
ら
︑
ミ
ミ
ズ
を
刺
激
し
巣
孔
に
引
っ
込
む
様
子
を
撮
影
し
ま
し

た
︒
そ
れ
を
ビ
デ
オ
編
集
ソ
フ
ト
で
計
測
す
る
の
で
す
︒

₁₂　

そ
の
結
果
︑最
も
速
か
っ
た
ミ
ミ
ズ
は
︑距
離
₃
㎝
を
巣
孔
に
隠
れ
る
の
に
₀
・
₁  

₃
秒
で
し
た
︒
秒
速
に
す
る
と
₂₂
・
₅
㎝
で
す
︒

 

︿
柴し
ば

田た

康こ
う

平へ
い

﹁
ミ
ミ
ズ
の
謎な
ぞ

﹂
よ
り
﹀

⃝④

⑷　

線
④
﹁
こ
の
ス
ピ
ー
ド
を
測
れ
な
い
も
の
か
﹂
に
つ
い
て
︑
次
の
各
問
い
に
答
え

な
さ
い
︒

₁　
指
示
語
﹁
こ
の
ス
ピ
ー
ド
﹂
と
は
︑
何
の
ス
ピ
ー
ド
で
す
か
︒
次
の
文
の

に

当
て
は
ま
る
言
葉
を
︑
文
章
中
か
ら
五
字
以
上
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
な
さ
い
︒

ミ
ミ
ズ
が

ス
ピ
ー
ド
︒

 

₅

巣

孔

に

引

っ

込

む

₂　
内
容
理
解

筆
者
は
ど
の
よ
う
に
し
て
﹁
こ
の
ス
ピ
ー
ド
﹂
を
測
り
ま
し
た
か
︒
そ
の

手
順
を
ま
と
め
た
次
の
文
の

ⓐ
・
ⓑ
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
︑
文
章
中
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
一
語
で
抜
き
出
し
な
さ
い
︒

ⓐ

が
わ
か
る
よ
う
に
︑
ミ
ミ
ズ
と
平
行
に
メ
ジ
ャ
ー
を
置
く
︒

ミ
ミ
ズ
を
刺
激
す
る
︒

ビ
デ
オ
で
撮
影
し
て
︑
ビ
デ
オ
編
集
ソ
フ
ト
で

ⓑ

を
計
測
す
る
︒

 

ⓐ
　
　
距
離

　
　

ⓑ
　
　
時
間

⑸　
内
容
理
解

こ
の
文
章
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
と
す
る
と
︑
後
半
は
ど
こ
か
ら
で
す
か
︒

段
落
番
号
で
答
え
な
さ
い
︒

⑹　
文
章
の
把は

握あ
く

こ
の
文
章
で
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
次

か
ら
一
つ
選
び
︑
記
号
で
答
え
な
さ
い
︒

ア　

ミ
ミ
ズ
の
剛
毛
は
︑
体
を
伸
縮
さ
せ
て
前
後
に
移
動
す
る
と
き
に
役
立
つ
︒

イ　

ミ
ミ
ズ
は
︑
剛
毛
で
地
面
を
押
し
︑
引
っ
か
か
り
を
作
っ
て
蛇
行
す
る
︒

ウ　

ミ
ミ
ズ
は
︑
体
の
縦
方
向
に
走
る
筋
肉
を
順
番
に
伸
縮
さ
せ
て
跳
ね
る
︒

エ　

ミ
ミ
ズ
は
巣
孔
か
ら
体
を
半
分
出
し
て
い
て
も
︑
一
瞬
で
巣
孔
に
戻も
ど

れ
る
︒ 8

段
落

イ

指
示
語
に
は
「
こ
れ
」「
そ
れ
」
の
よ
う
な
も
の
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
指
示
内
容
を
捉と

ら

え

る
と
き
は
、
ま
と
め
方
に
注
意
す
る
。

例
﹁
こ
の
考
え
﹂
と
は
︑
ど
の
よ
う
な
考
え
で
す
か
︒
↓
﹁
○
○
︵
と
い
う
︶
考
え
︒﹂

例
﹁
こ
ん
な
と
き
﹂
と
は
︑
ど
の
よ
う
な
と
き
で
す
か
︒
↓
﹁
□
□
︵
の
︶
と
き
︒﹂

例
﹁
そ
こ
﹂
と
は
︑
ど
こ
で
す
か
︒
↓
﹁
△
△
︵
の
︶
場
所
︒﹂﹁
△
△
︵
す
る
︶
と
こ
ろ
︒﹂

指
示
語
の
中
に
は
、
指
示
語
よ
り
後
の
内
容
を
指
し
示
す
も
の
も
あ
る
。

例
何
回
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
︒
そ⌇
⌇⌇ん
な
と
き

⌇
⌇
⌇
⌇
は
︑
こ⌇
⌇う⌇
考
え
て
み
よ
う
︒
何
か
大
切
な
こ

と
を
見
落
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
︑
と
︒

指
示
語

指
示
語

253035

P012-013_中2W本.indd   13 17/11/28   12:00



14

　
　
演
習
問
題演
習
問
題

₁　

鳥
と
い
う
生
き
物
が
地
上
に
生
ま
れ
る
前
か
ら
︑
鳥
に
進
化
す
る
前
の
段
階
か
ら
︑
そ

の
祖
先
に
羽
毛
や
つ
ば
さ
が
あ
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
︑
そ
れ
は
な
ん
の
た
め
に
あ
っ
た
の

か
?　

研
究
者
も
恐き
ょ
う

竜り
ゅ
う

フ
ァ
ン
も
︑
み
ん
な
悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
︒
そ
の
答
え
に
つ
な
が
る

ヒ
ン
ト
を
く
れ
た
の
は
︑
子
孫
で
あ
る
鳥
た
ち
で
し
た
︒

₂　

鳥
の
祖
先
と
な
っ
た
恐
竜
グ
ル
ー
プ
は
一
定
の
体
温
を
も
っ
た
恒
温
動
物
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
彼
ら
の
な
か
ま
に
は
︑
卵
を
放
置
す
る
の
で
は
な
く
︑
抱
い
て

あ
た
た
め
て
い
た
も
の
が
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
︒

₃　

つ
ま
り
︑
羽
毛
は
︑
寒
い
と
き
に
は
体
温
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
て
︑
暑
い
と
き
に
は

熱
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
な
ど
し
て
︑
自
身
の
体
温
調
節
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

り
ま
す
︒
ま
た
︑
卵
を
抱
い
て
あ
た
た
め
る
場
合
︑
つ
ば
さ
が
あ
っ
て
羽
毛
が
あ
っ
た
方
が
︑

効
率
的
に
よ
り
多
く
の
卵
を
あ
た
た
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︒
卵
が
か
え
る

確
率
も
上
が
る
は
ず
で
す
︒
こ
ん
な
ふ
う
に
自
身
の
羽
毛
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
す
︒

₄　

も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
が
求
愛
︑
結
婚
を
前
提
と
し
た
異
性
へ
の
ア
ピ
ー
ル
で
す
︒

鳥
の
オ
ス
は
︑
さ
え
ず
っ
た
り
踊
っ
た
り
し
な
が
ら
︑
メ
ス
に
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
︑
つ

が
い
の
相
手
に
選
ん
で
も
ら
お
う
と
し
ま
す
︒
そ
の
際
︑
羽
毛
を
広
げ
て
そ
の
美
し
さ
を
見

せ
つ
け
る
種
も
い
ま
す
︒

₅　

イ
ン
コ
の
場
合
︑
羽
毛
を
使
っ
た
求
婚
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
︑

ク
ジ
ャ
ク
な
ど
の
例
を
見
る
と
︑
そ
ん
な
ふ
う
に
羽
毛
を
使
っ
た
恐
竜
も
い
た
の
で
は
︑
と

思
え
て
き
ま
す
︒
い
や
︑
一
億
数
千
万
年
に
わ
た
る
そ
の
時
代
の
中
に
は
︑
そ
ん
な
恐
竜
も

き
っ
と
い
た
の
で
し
ょ
う
︒

₆　

広
げ
た
羽
毛
に
巨
大
な
目
玉
の
よ
う
な
模
様
が
あ
れ
ば
︑
捕
食
者
な
ど
を
威い

嚇か
く

す
る
の

に
役
立
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒自
分
の
つ
ば
さ
の
羽
毛
を
相
手
に
見
せ
て
︑捕
食
者
が
い
っ

し
ゅ
ん
ひ
る
ん
だ
す
き
に
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
逃
げ
去
る
︑
つ
ば
さ
の
あ
る
弱
い
恐
竜
︒
そ
ん
な

⃝①

＊

⃝②

＊

＊

⃝③
＊

姿
も
︑
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

₇　

恐
竜
の
羽
毛
に
も
︑
現
在
の
鳥
た
ち
も
も
っ
て
い
る
メ
ラ
ニ
ン
と
い
う
色
素
が
あ
っ
た

こ
と
が
化
石
か
ら
突
き
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
︒
恐
竜
は
灰
色
～
黒
︑
茶
～
赤
の
色
を
つ
く
り

だ
せ
る
二
種
類
の
メ
ラ
ニ
ン
を
も
っ
て
い
ま
し
た
︒
メ
ラ
ニ
ン
は
人
間
で
も
皮
膚
や
毛
髪
な

ど
に
も
っ
て
い
る
色
素
で
す
︒
ほ
か
に
︑
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
︑
カ
ロ
チ
ン
系
な

ど
︑
別
の
色
素
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
羽
毛
に
特
定
波
長
の
光
を
吸
収
し
た

り
︑
別
の
波
長
の
光
を
反
射
す
る
よ
う
な
構
造
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒

₈　

カ
ロ
チ
ン
は
オ
カ
メ
イ
ン
コ
や
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
の
羽
毛
の
黄
色
い
部
分
を
つ
く
っ
て

い
る
色
素
で
す
︒
ま
た
︑
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
の
青
は
色
素
で
は
な
く
︑
羽
毛
表
面
の
特と
く

殊し
ゅ

な

構
造
に
よ
っ
て
青
い
色
だ
け
が
反
射
さ
れ
て
青
く
見
せ
て
い
る
も
の
で
す
︒

₉　

も
し
も
︑
現
代
の
鳥
と
同
じ
よ
う
な
こ
う
し
た
色
素
や
構
造
が
つ
ば
さ
の
羽
毛
に
あ
れ

ば
︑恐
竜
も
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑そ
ん
な
羽
毛
を
も
っ

て
い
た
と
し
た
ら
︑
求
婚
や
威
嚇
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ピ
ー
ル
に
活
用
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
︒

₁₀　

最
近
︑
以
前
に
比
べ
て
恐
竜
の
図
鑑
が
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん

か
?　

こ
れ
は
︑
恐
竜
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
て
い
た
は
ず
︑
と
い
う
認
識
が
世
の
中

に
広
ま
っ
た
結
果
で
す
︒

₁₁　

鳥
た
ち
の
多
く
は
人
間
に
は
見
え
な
い
紫
外
線
も
ふ
く
め
︑
人
間
に
見
え
て
い
る
あ
ら

ゆ
る
色
が
見
え
て
い
ま
す
︒
そ
の
視
覚
の
能
力
も
恐
竜
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
す
︒
つ
ま

り
︑
恐
竜
た
ち
も
フ
ル
カ
ラ
ー
で
世
界
を
見
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
︒

₁₂　

鳥
た
ち
し
か
り
︑
蝶ち

ょ
う

類る
い

し
か
り
︑
魚
た
ち
し
か
り
︑
色
が
よ
く
見
え
る
生
き
物
は
︑
自

身
も
カ
ラ
フ
ル
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
︒
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
︑
恐
竜
が
カ
ラ
フ
ル
な
羽

毛
を
ま
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
︑
な
ん
の
不
思
議
も
な
い
の
で
す
︒

 

︿
細ほ
そ

川か
わ

博ひ
ろ

昭あ
き

﹁
イ
ン
コ
の
謎な
ぞ

﹂
よ
り
﹀

＊

⃝④

⃝⑤

＊

⃝⑥

ブ
ロ
ッ
ク
す
る
＝
遮さ
え
ぎ

る
︒　
　

ア
ピ
ー
ル
＝
相
手
に
訴
え
か
け
る
こ
と
︒　
　

求
婚
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
＝
動
物
の
オ
ス
が
メ
ス
に
対
し
て
つ
が
い
に
な
る
こ
と
を
求
め
る
行
動
︒　
　

威
嚇
す
る

＝
お
ど
す
︒　
　

波
長
＝
光
は
波
と
し
て
の
性
質
を
も
っ
て
お
り
︑
波
の
長
さ
に
よ
っ
て
人
間

の
目
に
感
じ
る
色
が
異
な
る
︒　
　

し
か
り
＝
そ
の
と
お
り
︒

︵
注
︶

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

5101520

2530354045
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15　　 1　説明的文章⑴　

⑴　
指
示
語

線
①
﹁
そ
れ
﹂
は
︑
何
を
指
し
て
い
ま
す
か
︒
文
章
中
の
言
葉
を
使
っ
て
︑

十
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
︒

 

10

鳥

の

祖

先

の

羽

毛

や

つ

ば

さ

︒

例

⑵　
指
示
語

線
②
﹁
こ
ん
な
ふ
う
に
自
身
の
羽
毛
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
﹂
と
あ
り

ま
す
が
︑﹁
羽
毛
﹂
を
な
ん
の
た
め
に
使
っ
た
の
で
す
か
︒
次
の
各
文
の

に

当
て
は
ま
る
言
葉
を
︑
Ａ
は
七
字
︑
Ｂ
は
十
六
字
で
︑
文
章
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し

な
さ
い
︒

Ａ　

恐
竜

の
た
め
︒

Ｂ　

恐
竜
が

た
め
︒

 

自

身

の

体

温

調

節

Ａ

 

効

率

的

に

よ

り

多

く

の

卵

を

あ

た

た

め

る

Ｂ

⑶　
指
示
語

線
③
﹁
そ
ん
な
恐
竜
も
き
っ
と
い
た
の
で
し
ょ
う
﹂
と
あ
り
ま
す
が
︑
ど

ん
な
恐
竜
が
い
た
と
考
え
て
い
る
の
で
す
か
︒
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
一
つ
選

び
︑
記
号
で
答
え
な
さ
い
︒

ア　

鳥
の
よ
う
な
羽
毛
や
つ
ば
さ
の
あ
る
恐
竜
︒

イ　

羽
毛
や
つ
ば
さ
で
体
を
あ
た
た
か
く
保
っ
て
い
る
恐
竜
︒

ウ　

つ
が
い
に
な
る
た
め
に
羽
毛
や
つ
ば
さ
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
恐
竜
︒

エ　

羽
毛
や
つ
ば
さ
を
使
っ
て
敵
か
ら
身
を
守
る
恐
竜
︒

⑷　
指
示
語

線
④
﹁
現
代
の
鳥
と
同
じ
よ
う
な
こ
う
し
た
色
素
や
構
造
﹂
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
る
の
は
︑
ど
の
段
落
で
す
か
︒
当
て
は
ま
る
段
落
番
号
を
全
て
答
え
な
さ
い
︒

ウ

 

　
　
7
　
8

 

⑸　
指
示
語

線
⑤
﹁
最
近
︑
以
前
に
比
べ
て
恐
竜
の
図
鑑
が
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ

た
﹂
と
あ
り
ま
す
が
︑
な
ぜ
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
た
の
で
す
か
︒
文
章
中
の
言
葉
を
使
っ
て

書
き
な
さ
い
︒

例
恐
竜
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
て
い
た
は
ず
︑
と

　
い
う
認
識
が
世
の
中
に
広
ま
っ
た
か
ら
︒

⑹　
文
章
の
把は

握あ
く

線
⑥
﹁
恐
竜
が
カ
ラ
フ
ル
な
羽
毛
を
ま
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
︑
な

ん
の
不
思
議
も
な
い
の
で
す
﹂
と
あ
り
ま
す
が
︑﹁
な
ん
の
不
思
議
も
な
い
の
で
す
﹂
と

い
え
る
根
拠
を
ま
と
め
た
次
の
表
の

ⓐ
～
ⓒ
に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
︑
ⓐ
は
二
字
︑

ⓑ
は
五
字
︑
ⓒ
は
七
字
で
文
章
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
な
さ
い
︒

恐
竜
の
化
石

恐
竜
の
羽
毛
に
は

ⓐ

が
あ
っ
た
︒

鳥
の
視
覚
の
能
力

恐
竜
に
は

ⓑ

が
見
え
て
い
た
︒

鳥
・
蝶
類
・
魚
の
色

ⓒ

生
き
物
は
カ
ラ
フ
ル
に
な
る
傾
向
が
あ
る
︒

ⓐ

色

素
　
　

ⓑ

あ

ら

ゆ

る

色

ⓒ

色

が

よ

く

見

え

る

指
示
内
容
を
捉と

ら

え
る
↓
文
章
の
内
容
や
筆
者
の
考
え
を
正
し
く
読
み
取
れ
る

文
章
を
読
む
と
き
に
は
、「
こ
の
指
示
語
は
何
を
指
し
て
い
る
?
」
と
確
か
め
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。
す
る
と
、
文
と
文
の
つ
な
が
り
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
指
示
内
容
を
正
し
く

捉
え
、
筆
者
が
ど
の
よ
う
な
筋
道
で
、
何
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。
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説
明
的
文
章
（1）
　
指
示
語

1

 

10
～
11
ペ
ー
ジ

⑴
　
㋐
ち
ぢ
︵
み
︶　
㋑
経
験
　
㋒
編
集
　
㋓
か
く
︵
れ
る
︶

⑵
　
手
︵
段
︶　
　
　
⑶
　
例
交
代
・
交
替
・
抗
体
　
　
　
⑷
　
て
へ
ん

⑸
　
イ
　
　
　
⑹
　
12

⑺
　
体
の
縦
方
向
の
筋
肉
　
　
　
⑻
　
動
き

解
説　

⑺　

ま
ず
︑
指
示
語
を
含
む
文
を
確
認
す
る
︒

　
　
　

ミ
ミ
ズ
は
体
の
縦
方
向
の
筋
肉
︵
円
環
状
に
︙
︙
縦
に
走
っ
て
い
る
筋
肉
︶
が
あ
り
︑

こ
れ
を
順
番
に
伸の

び
縮
み
さ
せ
る
こ
と
で
︑
体
を
し
な
ら
せ
て
い
る
よ
う
で
す
︒

ミ
ミ
ズ
は
︑﹁
何
﹂
を
﹁
順
番
に
伸
び
縮
み
さ
せ
る
こ
と
で
︑
体
を
し
な
ら
せ
て
い
る
﹂

の
か
を
考
え
る
︒
指
示
す
る
内
容
は
前
に
あ
る
こ
と
が
多
い
︒
同
じ
文
の
前
に
あ
る
﹁
筋

肉
﹂
は
﹁
伸
び
縮
み
﹂
し
︑﹁
体
を
し
な
ら
せ
る
﹂
も
の
で
あ
る
︒
指
定
字
数
は
﹁
八
字
﹂

な
の
で
︑﹁
縦
に
走
っ
て
い
る
筋
肉
﹂
で
は
な
く
︑﹁
体
の
縦
方
向
の
筋
肉
﹂
を
抜
き
出
す
︒

﹁
こ
れ
﹂
の
部
分
に
当
て
は
め
て
確
か
め
る
と
︑

　
　
　

ミ
ミ
ズ
は
︙
︙
体
の
縦
方
向
の
筋
肉
を
順
番
に
伸
び
縮
み
さ
せ
る
こ
と
で
︑
体
を
し
な

ら
せ
て
い
る
よ
う
で
す
︒

　
　

と
な
り
︑
文
が
自
然
に
つ
な
が
る
の
で
︑
指
示
内
容
を
正
し
く
捉と
ら

え
ら
れ
て
い
る
︒

　

⑻　

こ
の
文
章
で
は
︑
移
動
し
た
り
巣す

孔あ
な

に
引
っ
込
ん
だ
り
す
る
と
き
の
ミ
ミ
ズ
の
さ
ま
ざ

ま
な
体
の
動
き
を
説
明
し
て
い
る
︒

 

12
～
13
ペ
ー
ジ

⑴
　
1
　
体
を
伸
び
縮
み
さ
せ
て
進
む
方
法

v
確
認
問
題
v

v
基
本
問
題
v

　
　
2
　
ⓐ
イ
　
ⓑ
イ
　
ⓒ
ア

⑵
　
例
ク
ネ
ク
ネ
と
蛇
行
し
て
移
動
す
る
方
法
。︿
16
字
﹀

⑶
　
そ
ら
し
・
回
転

⑷
　
1
　
巣
孔
に
引
っ
込
む
︿
7
字
﹀

　
　
2
　
ⓐ
距
離
　
ⓑ
時
間

⑸
　
8
︵
段
落
︶

⑹
　
イ

解
説　

⑴　

1　
2
段
落
の
四
つ
の
文
は
次
の
よ
う
な
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
る
︒

　

　
　

最
も
よ
く
見
る
動
き
は
︑
体
を
伸の

び
縮
み
さ
せ
て
進
む
方
法
で
す
︒

　
　
　
　

太
く
な
る
と
こ
ろ
を
︙
︙
前
へ
進
む
︒

　
　
　
　

今
度
は
前
の
ほ
う
が
︙
︙
前
へ
進
み
ま
す
︒

　
　

こ
の
方
法
で
後
退
も
で
き
る
の
で
す
︒

具
体
的
な
説
明

　
　
　
﹁
十
三
字
﹂と
い
う
条
件
に
合
う
の
は
︑
第
一
文
の﹁
体
を
伸
び
縮
み
さ
せ
て
進
む
方
法
﹂︒

﹁
ど
の
よ
う
な
方
法
﹂
と
い
う
問
い
に
対
応
す
る
よ
う
に
︑﹁
方
法
﹂
ま
で
答
え
に
含
め

る
︒

　
　

2　
2
段
落
の
第
二
・
第
三
文
は
﹁
前
へ
進
む
﹂
方
法
を
説
明
し
て
い
る
︒

　

太
く
な
る
と
こ
ろ
を
足
が
か
り
に
し
て
︑
前
の
ほ
う
が
細
く
な
り
前
へ
進
む
︒

前
の
ほ
う
が
太
く
な
り
後
方
は
そ
れ
に
引
っ
張
ら
れ
る
︑
と
い
う
よ
う
に
︙
︙

　
　
　

第
三
文
の
﹁
そ
れ
﹂
は
︑
直
前
の
＂
太
く
な
っ
た
前
の
ほ
う
＂
を
言
い
換か

え
た
指
示
語

で
あ
る
︒

で
示
し
た
体
の
部
分
や
動
く
方
向
を
︑
前
進
す
る
と
き
と
反
対
に
す
れ

ば
︑
後
退
す
る
方
法
の
説
明
に
な
る
︒

　

⑵　
5
段
落
冒
頭
の﹁
二
つ
目
は
︙
︙
蛇だ

行こ
う

し
て
移
動
し
ま
す
︒﹂と
い
う
文
を
受
け
て
︑﹁
草

P50
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解
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む
ら
や
枯
れ
葉
の
上
は
こ
の
方
法
で
す
ば
や
く
動
き
ま
す
︒﹂
と
述
べ
て
い
る
︒

二
つ
目
は
ヘ
ビ
と
同
じ
よ
う
に
ク
ネ
ク
ネ
と
蛇
行
し
て
移
動
し
ま
す
︒

草
む
ら
や
枯
れ
葉
の
上
は
こ
の
方
法
で
す
ば
や
く
動
き
ま
す
︒　

 

詳
し
い
説
明

　

曲
げ
た
体
を
左
右
に
打
ち
当
て
な
が
ら
︑
地
面
を
押
す
よ
う
に
進
み
ま
す
︒

 

 

⑴
₁
で
は
﹁
︙
︙
方
法
﹂
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
部
分
を
抜
き
出
し
た
が
︑
こ
の
問
い
で

は
文
章
中
の
言
葉
を
﹁
︙
︙
方
法
︒﹂
と
い
う
形
に
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︒
二
つ
目

の
動
き
の
特
徴
は
︑﹁
蛇
行
﹂﹁
曲
げ
た
体
を
左
右
に
打
ち
当
て
な
が
ら
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑

体
を
ク
ネ
ク
ネ
と
曲
げ
る
こ
と
な
の
で
︑
こ
の
表
現
を
使
っ
て
﹁
︙
︙
方
法
︒﹂
に
続
く
よ

う
に
ま
と
め
る
︒

記
述
ポ
イ
ン
ト
㋐
︙
体
を
左
右
に
曲
げ
る
動
き
を
表
す
言
葉
が
あ
る
︒
㋑
︙
解
答
の
末
尾
が

﹁
︙
︙
方
法
︒﹂
に
な
っ
て
い
る
︒

誤
答
例

草
む
ら
や
枯
れ
葉
の
上
を
動
く
方
法
︒︵
動
く
方
法
を
具
体
的
に
示
し
て
い
な
い
︒︶

　

⑶　

₆
段
落
で
は
︑
最
も
よ
く
見
る
一
つ
目
の
﹁
伸し
ん

縮し
ゅ
く

﹂︑
二
つ
目
の
﹁
蛇
行
﹂
に
続
く
三

つ
目
の
移
動
の
方
法
を
説
明
し
て
い
る
︒
第
二
文
に
﹁
ピ
ン
ピ
ン
と
飛
び
跳
ね
て
﹂
と
あ

る
が
︑
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
動
く
の
か
は
第
四
文
﹁
右
に
左
に
体
を
そ
ら
し
て
跳
ね
て

い
る
﹂︑
第
五
文
﹁
首
を
回
す
よ
う
に
体
全
体
を
回
転
さ
せ
て
﹂
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
︒

　

⑷　

₁　
₈
段
落
か
ら
は
﹁
移
動
の
た
め
で
は
な
い
﹂
ミ
ミ
ズ
の
動
き
を
紹
介
し
て
い
る
︒

　

と
て
も
す
ば
や
い
ミ
ミ
ズ
の
動
き
が
あ
り
ま
す
︒

そ
れ
は
巣⌇す
孔⌇あな
か
ら
体
半
分
く
ら
い
を

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
出
し
て
い
る
状
態
か
ら

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇︑
引
っ
込
む

⌇
⌇
⌇
⌇
時
で
す
︒

 

⌇
⌇

　
　
　

₉
段
落
で
﹁
皆
さ
ん
も
︙
︙
あ
り
ま
せ
ん
か
︒﹂
と
呼
び
か
け
て
読
者
の
興
味
を
引
き

つ
け
た
う
え
で
︑﹁
こ
の
ス
ピ
ー
ド
を
測
れ
な
い
も
の
か
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
右
の

⌇
⌇
線
部
は
ミ
ミ
ズ
の
す
ば
や
い
動
き
だ
が
︑﹁
五
字
以
上
十
字
以
内
﹂
の
条
件
に
合

わ
な
い
︒
そ
こ
で
︑
同
じ
内
容
を
言
い
換
え
た
部
分
を
探
す
と
︑﹁
巣
孔
に
引
っ
込
む

様
子
を
︙
︙
﹂︵
₃₆
行
目
︶
と
あ
る
︒
こ
れ
を
設
問
の
文
の

に
当
て
は
め
て
み

●②

る
と
﹁
ミ
ミ
ズ
が
巣
孔
に
引
っ
込
む
ス
ピ
ー
ド
︒﹂
と
な
り
︑
文
意
が
通
る
︒

　
　

₂　

ス
ピ
ー
ド
を
測
る
具
体
的
な
手
順
は
︑
₁₁
段
落
で
説
明
さ
れ
て
い
る
︒

　

⑸　
₁
段
落
で
﹁
大
き
く
分
け
て
三
パ
タ
ー
ン
﹂
あ
る
と
紹
介
さ
れ
た
ミ
ミ
ズ
の
移
動
の
方

法
を
⑴
～
⑶
で
捉と
ら

え
た
︒
⑷
で
み
た
よ
う
に
︑
₈
段
落
か
ら
は
ミ
ミ
ズ
の
引
っ
込
む
と
き

の
す
ば
や
い
動
き
を
測
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
の
で
︑
₈
段
落
で
分
か
れ
る
︒

　

⑹　

こ
の
文
章
に
﹁
当
て
は
ま
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

も
の
﹂
を
選
ぶ
こ
と
に
注
意
す
る
︒
ア
₃
段
落
の

﹁
剛ご
う

毛も
う

﹂を﹁
出
し
た
り
引
っ
込
め
た
り
﹂し
て﹁
前
に
進
ん
で
い
る
﹂と
い
う
説
明
に
合
っ

て
い
る
︒
イ
蛇
行
す
る
と
き
に
は
﹁
剛
毛
は
使
っ
て
い
な
い
﹂
と
₅
段
落
で
述
べ
て
い
る

の
で
合
わ
な
い
︒
ウ
₇
段
落
に
あ
る
︑
飛
び
跳
ね
て
逃
げ
る
と
き
に
は
︑﹁
体
の
縦
方
向

の
筋
肉
﹂
を
伸
び
縮
み
さ
せ
る
と
い
う
説
明
に
合
っ
て
い
る
︒
エ
₁₁
・
₁₂
段
落
で
述
べ
て

い
る
撮さ
つ

影え
い

の
様
子
か
ら
︑
最
も
速
い
ミ
ミ
ズ
は
﹁
₀
・
1
3
秒
﹂﹁
秒
速
₂₂
・
₅
㎝
﹂
で

巣
孔
に
隠
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
︑﹁
一
瞬
で
巣
孔
に
戻も
ど

れ
る
﹂
と
い
え
る
︒

 

14
～
15
ペ
ー
ジ

⑴　
例
鳥
の
祖
先
の
羽
毛
や
つ
ば
さ
。︿
₁₂
字
﹀

⑵　

Ａ
＝
自
身
の
体
温
調
節　

Ｂ
＝
効
率
的
に
よ
り
多
く
の
卵
を
あ
た
た
め
る

⑶　

ウ　
　
　

⑷　
7
・
8
︹
順
不
同
︺

⑸　

例
恐
竜
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
て
い
た
は
ず
、
と
い
う
認
識
が
世
の
中
に
広

ま
っ
た
か
ら
。

⑹　

ⓐ
色
素　

ⓑ
あ
ら
ゆ
る
色　

ⓒ
色
が
よ
く
見
え
る

解
説　

⑴　

線
①
を
含
む
文
は
長
い
の
で
︑
言
葉
の
つ
な
が
り
を
確
認
す
る
︒

鳥⌇
と
い
う
生
き
物
が
地
上
に
生
ま
れ
る
前
か
ら
︑
鳥⌇
に
進
化
す
る
前
の
段
階
か
ら
︑

そ
の
祖
先
に
羽
毛
や
つ
ば
さ

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
が
あ
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
︑

　
　
　
　
　

そ
れ
は
な
ん
の
た
め
に
あ
っ
た
の
か
？

 

v
演
習
問
題
v
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鳥
の
祖
先
に
﹁
羽
毛
や
つ
ば
さ
﹂
が
﹁
あ
っ
た
﹂
と
仮
定
し
て
︑﹁
な
ん
の
た
め
に
あ
っ

た
の
か
﹂
と
問
い
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
︒

　

⑵　
1
段
落
で
示
し
た
問
い
を
受
け
て
︑
2
段
落
か
ら
は
鳥
の
祖
先
と
な
っ
た
恐き
ょ
う

竜り
ゅ
う

が
も
っ

て
い
た
羽
毛
や
つ
ば
さ
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
︒

2
段
落
鳥
の
祖
先
と
な
っ
た
恐
竜
は
恒
温

動
物
だ
っ
た
︒

卵
を
抱
い
て
あ
た
た
め
て
い
た
︒

3
段
落
羽
毛
は
自
身
の
体
温
調
節
の
た
め

に
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒

つ
ば
さ
・
羽
毛
が
あ
っ
た
方
が
︑
効
率

的
に
卵
を
あ
た
た
め
ら
れ
る
︒
卵
が
か

え
る
確
率
も
上
が
る
︒

　
　

表
に
ま
と
め
た
内
容
を
受
け
て
︑﹁
こ
ん
な
ふ
う
に
自
身
の
羽
毛
を
使
っ
た
の
で
は
な
い
か
﹂

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
︒
鳥
の
祖
先
と
な
っ
た
恐
竜
の
︑
体
温
調
節
の
こ
と
と
︑
卵
の

こ
と
の
二
つ
が
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
︑そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
︑目
的
を
表
す﹁
︙
︙
た
め
﹂

に
続
く
内
容
で
︑
指
示
さ
れ
た
字
数
に
合
う
部
分
を
3
段
落
か
ら
探
す
︒
Ａ
に
は
﹁
自
身

の
体
温
調
節
﹂︵
9
行
目
︶︑
Ｂ
に
は
﹁
効
率
的
に
よ
り
多
く
の
卵
を
あ
た
た
め
る
﹂︵
11

行
目
︶
が
当
て
は
ま
る
︒

　

⑶　
4
段
落
の
冒
頭
に
﹁
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
が
﹂
と
あ
る
の
で
︑
こ
こ
か
ら
は
﹁
羽

毛
や
つ
ば
さ
﹂
の
別
の
使
い
方
を
考
察
し
て
い
る
と
わ
か
る
︒﹁
求
愛
︑
結
婚
を
前
提
と

し
た
異
性
へ
の
ア
ピ
ー
ル
﹂
を
す
る
際
︑
鳥
が
﹁
羽
毛
を
広
げ
て
そ
の
美
し
さ
を
見
せ
つ

け
る
﹂と
い
う
例
を
示
し
て
︑﹁
そ
ん
な
ふ
う
に
羽
毛
を
使
っ
た
恐
竜
も
い
た
の
で
は
﹂﹁
そ

ん
な
恐
竜
も
き
っ
と
い
た
﹂
と
想
像
し
て
い
る
︒
つ
ま
り
︑
恐
竜
も
羽
毛
を
使
っ
て
異
性

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の
だ
か
ら
︑
ウ
が
適
切
︒

　

⑷　
﹁
現
代
の
鳥
と
同
じ
よ
う
な
こ
う
し
た

⌇
⌇
⌇
⌇
色
素
や
構
造
が
つ
ば
さ
の
羽
毛
に
あ
れ
ば
﹂
と

あ
る
の
で
︑
現
代
の
鳥
の
羽
毛
に
あ
る
﹁
色
素
﹂﹁
構
造
﹂
を
説
明
し
て
い
る
段
落
を
探
す
︒

7
段
落
に
は
﹁
現
在
の
鳥
た
ち
も
も
っ
て
い
る
メ
ラ
ニ
ン
と
い
う
色
素
﹂﹁
羽
毛
に
特
定

波
長
の
光
を
︙
︙
反
射
す
る
よ
う
な
構
造
﹂
と
あ
る
︒
8
段
落
で
は
オ
カ
メ
イ
ン
コ
や
セ

キ
セ
イ
ン
コ
を
具
体
例
と
し
て
挙
げ
て
︑﹁
羽
毛
の
黄
色
い
部
分
を
つ
く
っ
て
い
る
色
素
﹂

﹁
羽
毛
表
面
の
特と
く

殊し
ゅ

な
構
造
﹂
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
︒

　

⑸　

⌇

　
　

指
示
語
﹁
こ
れ
﹂
で
つ
な
が
っ
て
い
る
二
文
の
順
序
を
入
れ
替
え
る
と
︑﹁
恐
竜
た
ち
も

さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
て
い
た
は
ず
︑
と
い
う
認
識
が
世
の
中
に
広
ま
っ
た
﹂
こ
と
が
原
因

と
な
っ
て
︑
恐
竜
の
図
鑑
が
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
た
︑
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
︒

　
　

誤
答
例

恐
竜
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
し
て
い
た
は
ず
︑
と
い
う
認
識
が
世
の
中
に
広

ま
っ
た
結
果
︒︵﹁
な
ぜ
﹂
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
︑﹁
︙
︙
か
ら
︒﹂
な
ど
の
理
由
を
説
明

す
る
表
現
で
ま
と
め
る
︒︶

　

⑹　

線
⑥
の
直
前
に﹁
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
﹂と
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
︒
筆
者
が﹁
恐

竜
が
︙
︙
な
ん
の
不
思
議
も
な
い
の
で
す
﹂
と
述
べ
る
根
拠
は
︑﹁
そ
う
し
た
こ
と
﹂
が

指
し
て
い
る
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
︒

　
　

表
に
は
︑
根
拠
と
な
る
事
柄
と
し
て
﹁
恐
竜
の
化
石
﹂﹁
鳥
の
視
覚
の
能
力
﹂﹁
鳥
・
蝶ち
ょ
う

類る
い・

魚
の
色
﹂
の
三
つ
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒
ま
ず
︑﹁
恐
竜
の
化
石
﹂
に
つ
い
て
︒

7
段
落
に
﹁
恐
竜
の
羽
毛
に
も
︑
︙
︙
色
素
が
あ
っ
た
こ
と
が
化
石
か
ら
突
き
止
め
ら
れ

て
い
ま
す
︒﹂
と
あ
る
︒
こ
れ
を
受
け
て
︑﹁
恐
竜
も
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
だ
っ
た
可
能
性
が

あ
り
ま
す
﹂︵
36
行
目
︶
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
る
︒

　
　

次
に
︑﹁
鳥
の
視
覚
の
能
力
﹂
に
つ
い
て
は
︑
11
段
落
で
﹁
鳥
た
ち
の
多
く
は
︙
︙
あ
ら

ゆ
る
色
が
見
え
て
い
ま
す
︒
そ
の
視
覚
の
能
力
も
恐
竜
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で
す
︒﹂

と
あ
る
︒
つ
ま
り
︑
恐
竜
も
﹁
あ
ら
ゆ
る
色
﹂
を
見
る
能
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
︒

こ
の
こ
と
を
受
け
て
︑

線
⑥
の
直
前
で
は
︑﹁
色
が
よ
く
見
え
る
生
き
物
は
︑
自
身

も
カ
ラ
フ
ル
に
な
る
﹂
と
い
う
こ
と
を
︑﹁
鳥
た
ち
﹂﹁
蝶
類
﹂﹁
魚
た
ち
﹂
と
い
う
具
体

例
を
挙
げ
て
示
し
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
る
︒

　
　

以
上
の
内
容
を
ま
と
め
て
︑

線
⑥
を
含
む
一
文
の
内
容
を
言
い
換か

え
る
と
︑﹁
恐
竜

は
羽
毛
に
色
素
を
も
っ
て
い
て
︑
あ
ら
ゆ
る
色
を
見
る
能
力
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
︑
色
が

よ
く
見
え
る
鳥
・
蝶
・
魚
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
カ
ラ
フ
ル
な
姿
を
し
て
い
た
と
し
て
も
︑

な
ん
の
不
思
議
も
な
い
﹂
と
な
る
︒

最
近
︑
︙
︙
恐
竜
の
図
鑑
が
と
て
も
カ
ラ
フ
ル
に
な
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

こ
れ
は
︑
恐
竜
た
ち
も
︙
︙
︑
と
い
う
認
識
が
世
の
中
に
広
ま
っ
た
結
果
で
す
︒
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118　　第 3章　身近な物理現象

1　水平な面の上に同じ長さの鉛筆 A，B

と鏡を垂直に立て，鏡にうつる鉛筆の像を
C，Dの位置から観察した。右の図は，真上
から見たようすで，Cから観察した Aの
像は Eの位置にあるように見えた。また，A
から出て鏡の点 Oで反射して Cに届いた
光の道すじを作図すると，角 AOCは 53.2°
であった。次の問いに答えなさい。 〈滋賀〉

　⑴ 　Aから出て鏡の点 Oで反射して Cに
届いた光の反射角の大きさは何度か。

　⑵　Dの位置から観察したときに見える像を，次のア～エから選びなさい。
　　ア　A　　　イ　B　　　ウ　Aと B　　　エ　どちらも見えない。

2　凸レンズと目のはたらきについて，次の問いに答えなさい。 〈和歌山改〉

　⑴ 　図 1のように，凸レ
ンズを通して物体（⇧）
を見たときに見えた像
を，矢印（扌）でかき
入れなさい。ただし，
作図に用いた線は残し
ておくこと。

　⑵ 　水を入れた丸底フラスコは，凸レンズになる。次の文の｛　　｝の中から
それぞれ適当なものを選び，記号を答えなさい。

　　 　図 2のように，水を入れたフラスコで遠くの景色を
見ると，上下左右は①｛ア　そのままで　イ　逆にな
り｝，実際よりも②｛ア　小さく　イ　大きく｝見えた。

　⑶ 　ヒトの目は，レンズ（水晶体）のはたらきで
網
もう
膜
まく
上に像をつくっている。図 3は，紙に書

いた「わ」の文字を見ているようすを模式的に
表したものである。このとき，網膜上にはど
のような像がうつっているか。図の矢印（⇨）
の方向から網膜を見たときの像として適当な
ものを，右の㋐～㋓
から選びなさい。

　⑷ 　ヒトの目では，物体との距離に応じてレンズ（水晶体）の厚さをかえ，網
膜上にはっきりした像をつくっているが，カメラでは，凸レンズをどうする
ことでフィルム上にはっきりした像をつくっているか。簡単に書きなさい。

1 （7点× 2＝ 14点）

⑴

⑵

2 （6点× 5＝ 30点）

⑴ 図 1にかき入れなさい。

⑵
①

②

⑶

⑷

水を入れた
丸底フラスコ

図２

わ

図３
上

下
ヒトの目

（水晶体）
レンズ

網膜

わ
㋐

わ
㋑ わ㋒ わ㋓

53.2°

鏡 B

A

C

D

光の道すじ
O

E

図 1

物体

焦点 焦点

凸レンズ
見る方向
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章末問題　　119

3　音の性質を調べるために，次の実験 1，2と観測を行った。あとの問いに
答えなさい。 〈岡山改〉

【実験 1】　音さ A～ Dをたたいて出した音の振動のようすを，マイクロホン
につないだコンピュータの画面に表示させると，図 1～ 4のようになった。

【実験 2】　音さ A～ Dの 2つを組み合わせ，図 5のように向かい合わせに置
いて一方の音さをたたいたとき，もう一方の音さが鳴り始めるかどうかを
調べると，ある組み合わせのときだけもう一方の音さが鳴り始めた。

【観測】　野球をしているバッターがボールを打つようすを撮影したビデオカ
メラを再生し，ボールを打ったときに出た音が撮影した場所に届くまでの
時間を調べると，0.4秒であった。

　⑴ 　実験 1で，いちばん低い音を出したのは，A～ Dの
どの音さか。

　⑵ 　図 6は，実験 1のときよりも強くたたいて出た音の波形
である。このときたたいたのは，A～ Dのどの音さか。

　⑶　実験 2の下線部の 2つの音さの組み合わせは，どれとどれか。
　⑷ 　音の伝わる速さを 340m/sとすると，観測でバッターがボールを打った
場所からビデオカメラで撮影した場所までの距離は何mになるか。

4　右の図のように，直方体の物体を，面積が 20cm²

の面を下にしてスポンジの上に置き，スポンジのへこ
みを測定した。次に，物体の上の面に質量 30gの分
銅を 1個ずつのせていき，スポンジのへこみを測定し
た。表はその結果である。100gの物体にはたらく重
力の大きさを 1Nとして，あとの問いに答えなさい。
　

　⑴ 　分銅を 1個のせると，スポンジが物体から受ける圧力は何 Pa増加する
か。

　⑵　⑴と表より，物体の質量は何 gであると考えられるか。
　⑶ 　次に，物体を別の面を下にしてスポンジの上に置いたところ，スポンジ
のへこみは 0.8cmになった。下にした面の面積は何 cm²か。

　⑷ 　地表にあるものは大気圧を受けている。大気圧が 100000Paのとき，表
の結果が得られたときの物体の上の面に大気からはたらく力の大きさは何
Nか。

物体にのせた分銅の数〔個〕 0 1 2 3 4 5
スポンジのへこみ〔cm〕 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0 2.2

3 （7点× 4＝ 28点）

⑴

⑵

⑶

⑷

4 （7点× 4＝ 28点）

⑴

⑵

⑶

⑷

音さDの波形音さAの波形 音さCの波形音さBの波形

図４図１ 図３図２ 図５

図６

物体

スポンジ
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が逆の像になる。
　⑷　カメラは，物体と凸レンズとの間の距離によっ

て像の位置が変わるので，凸レンズを前後に動か
してピントを合わせ，フィルム上に実像をつくっ
ている。

3　　⑴　振動数が少ないほど，音の高さは低くなる。
　⑵　音さを強くたたくと振幅が大きくなり，音の大

きさは大きくなるが，音の高さは変わらない。し
たがって，図 6と同じ振動数の音さ Aをたたい
たことがわかる。

　⑶　向かい合わせに置いた一方の音さをたたくと，
もう一方の音さが鳴り始めるのは，同じ高さの音
が出る音さを組み合わせたときである。同じ高さ
の音が出る音さの振動数は同じなので，音さ B
と音さ Dである。

　⑷　距離＝速さ×時間より，340〔m/s〕×0.4〔s〕＝
136〔m〕

4 　　⑴　分銅 1個にはたらく重力の大きさは 0.3N，
20cm²＝0.002m²より，0.3÷0.002＝150〔Pa〕

　⑵　⑴と表より，スポンジが受ける圧力が 150Pa
増加するごとに，スポンジのへこみは 0.2cm増加
している。つまり，スポンジは 150Paの圧力で
0.2cmへこむ。分銅をのせていないときのスポン
ジのへこみは 1.2cmなので，このときスポンジが
受けている圧力は，150×（1.2÷0.2）＝900〔Pa〕　
物体にはたらく重力の大きさは，900×0.002＝1.8
〔N〕となるから，物体の質量は 180g。

　⑶　20cm²の面を下にしたときのスポンジのへこみ
は 1.2cmより，求める答えを x〔cm²〕とすると，
20：x＝0.8：1.2，x＝30〔cm²〕

　　別解　スポンジのへこみが 0.8cmのとき，スポン
ジが受ける圧力は，150×（0.8÷0.2）＝600〔Pa〕。

　　1.8〔N〕÷600〔Pa〕＝0.003〔m²〕→ 30〔cm²〕
　⑷　力の大きさ＝圧力×力がはたらく面積より，

100000〔Pa〕×0.002〔m²〕＝200〔N〕

章 末 問 題

➡p.118〜p.119

1　　⑴　26.6度　　⑵　イ
2　　⑴　

　　⑵　①イ　②ア　　⑶　㋒
　　⑷　前後に移動させる。
3　　⑴　C　　⑵　A
　　⑶　Bと D　　⑷　136m
4　　⑴　150Pa　　⑵　180g
　　⑶　30cm²
　　⑷　200N

1 　　⑴　角 AOCは入射角と反射角の和で，入射角と
反射角は等しいので，反射角＝53.2〔度〕÷2＝26.6
〔度〕

　⑵　鏡の両端で反
射して Dの位
置の目に入る光
は，右の図のよ
うになるので，
■の部分にあ
る鉛筆が鏡にう
つって見える。
したがって，D
の位置からは，
Bの鉛筆の像が見える。

2 　　⑴　物体の先端から出て光軸に平行で凸レンズで
屈折して焦点を通る光の道すじと，レンズの中心
を通る光の道すじを逆向きに延長した交点の位置
に虚像ができる。

　⑵　水を入れたフラスコは凸レンズになり，遠くの
景色は焦点距離の 2倍より外側の位置になる。し
たがって，実物と上下左右が逆向きで実物より小
さい実像ができる。

　⑶　網膜上にうつる像は上下左右が逆になるが，こ
の場合には，矢印の方向から網膜上にうつる像を
見るので，「わ」を裏側から見た文字の上下左右

凸レンズ

焦点焦点

K_26

53.2°53.2°

鏡 B

A

C

D

K_27

光の道すじ
O

E
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94 地理分野

1〈世界地図，世界の国々〉次の地図は，世界地図を緯線と経線とで囲まれた区域に分け，それぞれの区
域を A〜 Lとあ〜おを組み合わせた記号で表すようにしたものである。この地図を見て，あとの問いに

答えなさい。

⑴ 地図中にえがかれている緯線と経線のなかには，赤道と本初子午線がふ
くまれる。赤道と本初子午線が交わるのは，三大洋のうちの何という海洋
か。

⑵ 地図中で，日本のほとんどは F いの区域に位置する。F いに対して地球
の中心を通って反対側にあたる区域を，次から１つ選びなさい。
ア　Aう　　イ　Fえ　　ウ　Jえ　　エ　Lお

⑶ 世界を６つの州に分けたとき，地図中の a～ eの国のいずれも属さな
い州は何州か，答えなさい。

⑷ 日本の国土面積は約38万 km2であるが，国土面積が日本に最も近い国を，
次から１つ選びなさい。
ア　タイ　　イ　エジプト　　ウ　ドイツ　　エ　ガーナ

⑸ 右の表中のア～オは，地図中の a～ eのいず
れかの国にあてはまる。b，eにあてはまるもの
を，表中のア～オからそれぞれ選びなさい。

A B C D E F G H I J K L

あ

い

う

え

お

（緯線と経線をそれぞれ30度ごとに引き，南緯60～90度の区域を省略した地図）

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸
b

e

1	 各４点×６　計24点

国
面積

（万 km2）
2014年

人口
（百万人）
2016年

小麦の生産量
（万 t）
2014年

ア 278 44 1393

イ 999 36 2928

ウ 329 1327 9448

エ 122 55 176

オ 27 5 41
（2016/17年版「世界国勢図会」ほかより）
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2〈北アメリカ州・オセアニア州〉あとの問いに答えなさい。

⑴ Xの山脈の名称を，答えなさい。
⑵ Yの新しい工業地域を，何というか。
⑶ 地図１は，アメリカ合衆国の農業分布を示している。a，bにあてはま
る農作物を，次からそれぞれ選びなさい。
ア　果樹　　イ　小麦　　ウ　綿花　　エ　とうもろこし

⑷ その地域の土地や気候に合わせて農作物をつくる農業を，何というか。
⑸ 次の地図２は，オーストラリアの農業分布を示している。X・Y・Zの
地域で，主に行われている農業や栽培されている農作物の組み合わせとし
て正しいものを下から１つ選びなさい。

ア　X－小麦　Y－牧牛　Z－牧羊
イ　X－小麦　Y－牧羊　Z－牧牛
ウ　X－牧牛　Y－牧羊　Z－小麦
エ　X－牧牛　Y－小麦　Z－牧羊
オ　X－牧羊　Y－牧牛　Z－小麦
カ　X－牧羊　Y－小麦　Z－牧牛

⑹ オーストラリアは，18世紀後半にイギリスの植民地となった。その後，
20世紀初めから1970年代にかけて白豪主義の政策をとったが，白豪主義と
はどのような政策か。簡単に答えなさい。

⑴ 山脈

⑵

⑶
ａ

ｂ

⑷

⑸

⑹

2	 各３点×７　計21点

ａ

Ｙ

X

b

0 1000km

地図１

X Y Z

地図２
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3〈アジア州・アフリカ州〉地図１〜４を見て，あとの問いに答えなさい。

⑴ 地図１のア～エの緯線のうち，赤道を選びなさい。
⑵ 国民の多くがキリスト教を信仰している国を，地図１中の A～ Dから
１つ選びなさい。

⑶ 地図２は，アフリカの気候帯を示している。Ａ，Ｂにあてはまる気候帯
を，それぞれ答えなさい。

⑷ 右の地図３はアフリカの国々の公
用語を示している。このようにヨー
ロッパの言語が公用語になる理由
を，簡単に答えなさい。

⑸ 右の地図４は，中国の農業分布と
大まかな地域区分を示している。A
～ Dの地域の説明として誤ってい
るものを，次から１つ選びなさい。
ア　Aの東北では，寒さが厳しく降
水量が少ないため，とうもろこし
やこうりゃんが栽培されている。

イ　Bの華北では，小麦の栽培がさ
かんである。黄河流域では，綿花
も栽培されている。

ウ　Cの華中は，温暖で降水量も多
い長江流域の地域で，稲作や茶の
栽培が行われている。

エ　Dの華南では，チュー川流域で
米と麦の二毛作が行われている。

0 1000km

Ａ
Ｂ Ｃ

Ｄ

ア

イ

ウ

エ

地図１

Ａ

Ｂ

0 1000km

地図２

0 1000km

アラビア語

フランス語

英語

ポルトガル語

地図３

（「中国国勢地図帳」ほかより）

0 500km

内陸部内陸部

ホワイ川

とうもろこし
・こうりゃん

小麦
水稲
牧畜

地図４

A

B

C

D

⑴

⑵

⑶
Ａ

Ｂ

⑷

⑸

3	 各３点×６　計18点
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4〈ヨーロッパ州〉地図は EU加盟国と一人あたりの国民総所得を示してい
る。これを見て，次の問いに答えなさい。

⑴ 氷河によってけずら
れた入り組んだ湾が続
く Xの地形を何とい
うか。

⑵ EU加盟国の多くの
国が導入している共通
通貨を，何というか。

⑶ EU発足時からの加
盟国であるが，2016年
に国民投票が行われ，
EU脱退を表明した国
はどこか。

⑷ フランスを中心に，周辺の国々が分担して製造を行っている工業製品を，
次から１つ選びなさい。
ア　航空機　　イ　冷蔵庫　　ウ　時計　　エ　船

⑸ EUの課題について，次の文中の にあてはまる語句をそれぞれあ
とから選びなさい。

ア　経済格差　　イ　国際河川　　ウ　工業出荷額
エ　加盟国数　　オ　植民地　　　カ　外国人労働者

5〈南アメリカ州〉右の地図を見て，次の問いに答えなさい。
⑴ Wの山脈名を答えなさい。
⑵ 伝統的な焼畑農業が行われている地
域を，地図中の X～ Zから，１つ選
びなさい。

⑶ 下のグラフは，A，Bの都市の月平
均気温を示している。Aと Bはほぼ
同緯度なの
に気温にち
がいがある
理由を，簡
単に答えな
さい。

地図からわかるように，EU域内では加盟国間の ａ が大きくなっ
ている。また，多くの b の流入や， c が増えて意見調整が困難
になるなど，地域統合によって生まれた問題が表面化している。

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

ａ

ｂ

ｃ

4	 各４点×７　計28点

⑴ 山脈

⑵

⑶

5	 各３点×３　計９点

（2016/17年版「世界国勢図会」ほかより）
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特別講座

104 地理分野

1 マダガスカルは東経45度の経線を標準時子午線としている。次の問いに答えなさい。
⑴ 日本の標準時子午線との経度差は何度か。 〔� 度〕
⑵ 日本とマダガスカルとの時差は何時間か。 〔� 時間〕
⑶ 日本が２月２日午前４時のとき，マダガスカルの現地の時刻は何月何日の何時か。午前・午後をつけ
て答えなさい。 〔� 月　　　日　　　　　時〕

2 略地図中の経線は A国～ D国の首都の時刻をきめる標
準時子午線を示している。A国と D国の首都の時差を調
べたところ，６時間であることがわかった。次の問いに答
えなさい。サマータイムは考えないものとする。
⑴ A国と D国の首都の時刻をきめる標準時子午線の経
度差は何度か。 〔� 度〕

⑵ ⑴と同様に，首都の時差が６時間となる国の組み合わ
せを，次から１つ選びなさい。 〔� 〕
ア　A国と B国　　　イ　A国と C国
ウ　B国と C国　　　エ　B国と D国
オ　C国と D国

▶東経・西経の範囲内での時差

　 【例題】日本が12月１日午後３時
のとき，ローマは何月何日の何時か。
日本は東経135度，ローマは東経
15度を標準時子午線としている。

　◆考え方◆
　① 　２地域間の経度差を求める。
　　両国とも東経の範囲内⇒引き算
　　135－15＝120（度）
　②　時差を求める。⇒経度差15度で１時間の時差が生じる。⇒120÷15＝8（時間）
　③　ローマは日本より西に位置するので，ローマの時刻は日本の８時間前。⇒12月１日午前７時
▶東経と西経をまたぐ時差
　 【例題】日本が12月１日午後３時のとき，リオデジャネイロは何月何日の何時か。日本は東経135度を，
リオデジャネイロは西経45度を標準時子午線としている。サマータイムは考えないものとする。

　◆考え方◆
　①　２地域間の経度差を求める。一方は東経，もう一方は西経。⇒足し算　135＋45＝180（度）
　②　時差を求める。180÷15＝12（時間）
　③　リオデジャネイロは西経に位置する都市なので，リオデジャネイロの時刻は，日本の12時間前。
　　⇒12月１日午前３時

0° 180°150° 150°120° 120°90° 90°60° 60°30° 30°
135°

ローマ

リオデ
ジャネイロ

日本

日本とある地域，または 2つの異なる地域の時差を求める

時差の問題

略地図

東経 30°

A国 B国

D国
C国

西経 75°

東経 120°東経 15°
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3 グアムは東経150度の経線を標準時子午線としている。成田国際空港を３月３日の午前９時に出発した
直行便が，グアムの現地の時刻で３月３日の午後２時にグアムの空港に到着した。これについて，次の問
いに答えなさい。
⑴ 日本とグアムの時差は何時間か。 〔� 時間〕
⑵ 航空機が成田国際空港を出発したときの，グアムの現地での時刻は何月何日の何時か。午前または午
後をつけて答えなさい。 〔� 月　　　日　　　　　時〕
⑶ この直行便の所要時間は何時間か。 〔� 時間〕
4 次の表は，ロサンゼルス国際空港から関西国際空港に向かう運航スケジュールである。表中の に
あてはまる日時を日本の時刻で答えなさい。 〔� 月　　日　　　　時　　分〕

　

出発時刻 飛行時間 到着時刻
ロサンゼルス国際空港
（西経120度）

現地時間：12月27日13時10分
12時間30分

関西国際空港
（東経135度）
日本時間：

5 カナダのトロントは，西経75度の経線を標準時子午線としている。成田国際空港を１月１日午後４時10
分に出発した直行便が，12時間15分かけてトロントの空港に到着した。航空機が到着したときのトロント
の現地の時刻は，何月何日の何時何分か。午前または午後をつけて答えなさい。

 〔� 月　　日　　　　時　　分〕

▶到着時刻を求めよう

　 【例題】成田国際空港を３月15日午
前９時に出発した飛行機が，直通で
７時間30分かけてシンガポール空港
に到着した。到着したときの現地の
時刻は何月何日の何時か。シンガポ
ールは，東経120度を標準時子午線
としている。

　◆考え方◆
① 日本とシンガポールの時差を求める。
　⇒経度差は，135－120＝15（度）⇒時差は，15÷15＝１（時間）
② 現地到着の日本の時刻を求める。⇒午前９時に出発，所要時間７時間30分で，16時30分到着。
　⇒シンガポールは日本より西に位置するので日本の時刻の１時間前。⇒３月15日15時30分

▶所要時間を求めよう
　 【例題】成田国際空港を６月１日午前11時30分に出発した航空機が，現地の時刻で６月１日午後６時
にシンガポール空港に到着した。このときの飛行時間は何時間か。
　◆考え方◆
① 出発した時刻を現地の時刻に直し，到着時刻との差を考える。⇒シンガポールとの時差は１時間。
⇒現地での出発時刻は午前10時30分。⇒所要時間は，午後６時と午前10時30分との差を考える。⇒
午後６時＝18時だから，所要時間は７時間30分。
② 到着の現地時刻を日本の時刻に直しても同様の答えが出る。

0° 180°150° 150°120° 120°90° 90°60° 60°30° 30°
135°

シンガポール

成田国際空港

航空機の到着時刻や所要時間を求める
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➡p.94〜 p.97

1 ⑴　大西洋　　⑵　エ　　⑶　ヨーロッパ州
⑷　ウ　　⑸　bウ　eア

2 ⑴　アパラチア　　⑵　サンベルト
⑶　aイ　　bウ　　⑷　適地適作　　⑸　オ
⑹　（例）ヨーロッパ系以外の移民を制限する政
策。

3 ⑴　ウ　　⑵　C　　⑶　A乾燥帯　B熱帯
⑷　（例）アフリカ諸国を植民地支配していた国々
の言語だから。　　⑸　エ

4 ⑴　フィヨルド　　⑵　ユーロ〔EURO〕　　
⑶　イギリス
⑷　ア　　⑸　aア　bカ　cエ

5 ⑴　アンデス　　⑵　X
⑶　（例）AはBよりも標高が高いところにあるから。

解説
1 ⑴　赤道はうとえの間の緯線，本初子午線はAと

Bの間の経線になる。これが交差するのは，ア
フリカ大陸のギニア湾で，大西洋上である。
⑵　Ｆいは，北緯30～ 60度，東経120～ 150度の
区域。この区域に対して地球の反対側にあたる
区域は，南緯30～ 60度，西経30～ 60度になる。
日本をふくむＦいの区域の反対側は，南アメリ
カ大陸の南東側になる。
⑶　ヨーロッパ州は，ユーラシア大陸のロシア連
邦のウラル山脈を境にアイスランド，ポルトガ
ルまでの西側の地域。
⑷　タイは51.3万km2，エジプトは100.2万km2，ド
イツは35.7万km2，ガーナは23.9万km2（2015年）
である。面積の正しい地図（モルワイデ図法，
グード図法など）で，大きさの違いを確認したい。
⑸　aの南アフリカ共和国は，５つの国の中では
面積が小さい方から２番目であることからエ。
bのインドは５つの国の中では最も人口が多い
ことからウ。cのニュージーランドは，５つの
国の中では面積が最も小さいことからオ。dの
カナダは, ５つの国の中では面積が最も大きい
ことからイ。eのアルゼンチンはパンパで小麦
の栽培がさかんなことなどからア。

2 ⑵　サンベルトは，北緯37度以南の温暖な地域で，先
端技術産業や情報通信技術産業が発達した地域。

世 界 地 理 総 合 問 題 ⑶　アメリカの農業は適地適作で大規模に行われ
ている。小麦や綿花のほか，とうもろこしは中
央部，放牧は西経100度以西，酪農は北東部で
行われている。
⑸　オーストラリアは広大な国土を持つが，沿岸
部以外は乾燥帯に属し，耕地に適した土地は少
ない。そのため，農業は放牧などの畜産が中心。

3 ⑴　東南アジアにおいて，赤道はシンガポールの
すぐ南，スマトラ島やカリマンタン島の中部を
通過している。
⑵　フィリピンは，スペインやアメリカ合衆国の
植民地だった影響もあり，キリスト教を信仰す
る国民が多い。
⑶　アフリカ大陸では，赤道を中心に熱帯，乾燥
帯，温帯と，気候帯が変化していく。
⑷　アフリカ州では，19世紀末までに，数か国を
除いたほとんどの国が，ヨーロッパ諸国の植民
地となった。1950年代以降に次々と独立を果た
したが，社会的に不安定な国も少なくない。
⑸　チュー川流域で行われているのは，米の二期
作である。

4 ⑴　西岸にフィヨルドが見られるのは，スカンデ
ィナビア半島である。
⑵　2017年現在，ユーロが導入されていない加盟
国もある。
⑶　移民や経済格差などの問題により，わずかな
差ではあるが，EU脱退を支持する国民が多か
った。
⑷　フランスのトゥールーズには，ヨーロッパ諸
国の出資によって設立された航空機製造会社の
本社がおかれている。国際分業によって各部品
がつくられ，その部品を組み立てている。
⑸　EUは，1967年に設立された前身のEC（原加
盟国６か国）から大きく発展し，現在の加盟国
数は28か国となっている（2017年9月）。

5 ⑴　アンデス山脈は，南アメリカ大陸の西部を南
北に走るけわしい山脈である。低緯度でも標高
が高いところは過ごしやすい気候で，古くから
の都市も多い。
⑵　伝統的な焼畑農業は，農業と森林保護を両立
させるために行われてきた。そのため，アマゾ
ン川流域では長年森林が守られてきたが，近年
の大規模開発により，森林の破壊が進んだ。
⑶　Aはペルーのクスコ，Bはブラジルの首都ブ
ラジリアである。クスコは，かつてのインカ帝
国の首都であり，アンデス山脈の標高3400mほ
どのところにある。気温は，標高が高いほど低
くなる。
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➡p.104〜 p.105

1 ⑴　90
⑵　６
⑶　２（月）１（日）午後10（時）

2 ⑴　90
⑵　ウ

3 ⑴　１
⑵　３（月）３（日）午前10（時）
⑶　４

4 12（月）28（日）18（時）40（分）
5 １（月）１（日）午後２（時）25（分）

解説
1 ⑴　日本，マダガスカルともに東経の範囲内にあ

るので，経度差は135－45＝90で計算できる。
⑵　経度差15度で１時間の時差が生じるので，時
差は90÷15＝６で６時間となる。
⑶　マダガスカルの方が日本より西に位置するの
で，マダガスカルの現地の時刻は，日本の時刻
の６時間前。したがって午前４時の６時間前は，
前日（２月１日）の午後10時。　

2 世界全体の中でA国からD国を確認しよう。

0°
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⑴　A国はエジプト，B国はカナダ，C国はフラ
ンス，D国は中国。A国とD国の首都の時差が
６時間なので，経度差は15×６＝90で90度。
⑵　首都の経度差が90度となる国を探す。A国と
D国はともに東経の範囲内なので，引き算で求
めるが，東経と西経の国であれば足し算になる。
足し算で90度になる国を探すと，B国とC国が，
15＋75＝90であてはまる。

特別
講座 時差の問題

3 ⑴　まず経度差を求める。グアムは東経150度，
日本は東経135度。ともに東経の範囲内なので，
150－135＝15。経度差15度で１時間の時差が生
じるので，日本とグアムの時差は１時間。
⑵　グアムの方が東に位置しているので，日本時
間３月３日午前９時のとき，グアムの現地の時
刻は，日本の時刻の１時間後になる。
⑶　所要時間は，到着時刻からグアムの現地の時
刻に換算した出発時刻を引けば求められる。午
後２時は14：00なので14：00－10：00＝４（時
間）となる。

4 　ロサンゼルスの現地時刻12月27日13時10分に出
発して12時間30分かけて到着したときの，ロサン
ゼルスの現地時刻を求めると，12月28日の１時40
分となる。これを日本の時刻に換算する。
日本とロサンゼルスの経度差は，ロサンゼルス
が西経に位置するので，135＋120＝255。時差は
255÷15＝17となる。日本は東経に位置している
ので，日本の時刻はロサンゼルスの17時間後にな
る。したがって，12月28日18時40分となる。
この設問は，出発時刻を，日本の時刻に直して
から計算しても同じ答えが求められるので，両方
計算してみよう。

5 ここでは，出発時刻を現地の時刻に換算してから
計算してみよう。
トロントと日本の経度差は，東経と西経にまた
がるので，135＋75＝210。時差は210÷15＝14で
14時間となる。トロントは西経に位置し，日本の
時刻の14時間前となるので，出発時刻は，１月１
日午前２時10分。所要時間は12時間15分なので，
２時10分の12時間15分後は14時25分で，同日の午
後２時25分となる。


